


　今回の学芸員研修会では、美術館のホームページを通じた情報発信のあり方につい

て、情報・資料研究部会が行った全国美術館会議会員館の実態調査及び各館の具体的な

事例に即して検討しました。

　研修会の参加者・スタッフは100名を超え、この分野における関心の高さとともに、各

館が日進月歩で変化する情報技術分野の諸課題への対応に頭を悩ませている現実も伺

えます。研修会終了後に参加者より寄せられたアンケートにも具体的な事例や課題に即

した質問や意見などが数多くありました。事例の共有、情報交換といった場が求められて

いることを改めて感じる学芸員研修会でもありました。

　この報告書は研修会開催時のテープ起こしをベースに各発表者が適宜加筆を加え、

編集作業を行ったものです。本報告書が皆様のニーズに少しでもお役に立てるものであ

ればと念願しております。

　最後に、本研修会の開催にあたり、ご多用のところ発表を賜った方々をはじめ、快く会

場をご提供いただいた国立新美術館、ご尽力いただいた皆様に厚く御礼を申し上げます。
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1.　名　　称		  全国美術館会議　第25回学芸員研修会 
2.　主　　催		  全国美術館会議　担当：情報・資料研究部会
3.　日　　時		  平成 22 年 3 月 12 日（金）　13:30 〜 17:30
4.　会　　場		  国立新美術館　講堂（3F）
5.　テ  ー  マ		  「美術館の情報発信 — 参加する、つながる、共有する、ウェブの新時代 —」
6.　内　　容
　　13：00 〜 13：30	 受　付
　　13：30 〜 13：35	 あいさつ	 林田 英樹（国立新美術館 館長）

　　13：35 〜 13：40	 開会のあいさつ	山脇 佐江子（姫路市立美術館 館長 / 情報・資料研究部会 部会長）

＜発　表＞　　　
　　13：40 〜 14：00	 全国美術館会議会員館のHP — 2005年度部会調査結果から
				    鴨木 年泰（財団法人 東京富士美術館 / 情報・資料研究部会 幹事）

　　14：00 〜 14：30	 美術館の情報発信 — 参加する、つながる、共有する、ウェブの新時代
				    室屋 泰三（独立行政法人国立美術館 国立新美術館）

　　14：30 〜 15：00	 国立美術館の情報発信 — 近年の展開と課題
				    水谷 長志（独立行政法人国立美術館 情報企画室 / 東京国立近代美術館 情報資料室）

　　15：00 〜 15：10	 休　憩

　　15：10 〜 15：40	 「情報の扉」のこちら側　実業史研究情報センターのブログを使った情報提供サービスについて

				    茂原 暢（財団法人 渋沢栄一記念財団 実業史研究情報センター）

　　15：40 〜 16：10	 東京都現代美術館の情報発信
				    野口 玲子（東京都現代美術館）

　　16：10 〜 16：30	 休　憩

　　16：30 〜 17：30	 パネルディスカッション
			   司会進行：  川口 雅子（独立行政法人国立美術館 国立西洋美術館 / 情報・資料研究部会 幹事）

7.　美術館視察		 アーティスト・ファイル 2010 — 現代の作家たち
			   研修会終了後〜 20 : 00（自由見学）

全国美術館会議　第25回学芸員研修会　プログラム
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あいさつ

あいさつ あいさつ

川口雅子（司会）　国立西洋美術館の川口と申しま
す。よろしくお願いいたします。最初に配布物の確認を
させていただきたいのですけれども、まず青い表紙の
予稿集がありまして、開くと本日の名簿と、それからア
ンケートと――Ａ４の表（おもて）です――それから
情報・資料研究部会の部員募集というＡ４の紙と、そ
れから今日のアーティスト・ファイル展のちらしとチケット
が入っていると思いますので、ご確認いただければと
思います。
　では、続きまして、国立新美術館館長の林田英樹さ
んよりあいさつをいただきたいと思います。

林田英樹　ありがとうございます。ご紹介いただきまし
た国立新美術館長の林田でございます。今日は全国
美術館会議の主催、また情報・資料研究部会の実質
の運営によりまして、この会が国立新美術館で開催し
ていただけますことを、まず御礼を申しあげますととも
に、このようにたくさんの皆さんのご参加を得て、この
研修会が開催されますことをお喜び申し上げたいと
思います。
　わたしのほうは会場をご提供し、かつ、またパネリス
トとして室屋さんが参加したりというような形でござい
ますので、運営のほうは美術館会議の情報・資料研
究部会でなさってらっしゃることでございますが、これ
は今さら申し上げることもないとは思いますけれども、
どの美術館におきましても、情報化に対する対応とい
うものが大変大きな共通の課題になっていることだろ
うと思います。この国立新美術館は、ご承知かと思い
ますけれども、３年あまり前にオープンをいたしまして、

公募団体への会場提供と、自主企画展を２種類、シ
リーズで開催しておりますほか、展覧会のカタログなど
を中心といたします情報・資料の収集に努めるととも
に、教育普及活動というような柱で活動をいたしてお
ります。美術品のコレクションを持たないで活動してお
りますので、今、申しましたような三つの柱となっており
ます事業の活動を中心的に、ある面では、日本の顔と
いってもいいような形になるように努力をしているとこ
ろでございます。
　おかげさまで開館以来、大変たくさんの方がこの国
立新美術館においでいただいておりますし、六本木
地区も森美術館やサントリー美術館などと連携をいた
しまして、「六本木アートトライングル」ということで、い
ろいろ企画もいたしましたところが、大変これも多くの
方 に々歓迎をいただきまして、この六本木地区が東京
の新たな文化ゾーンとして歓迎をされるというような状
態になってまいりました。19年度あたりの数字で申し
ますと、六本木地区の美術館と、上野の山の美術館
の来館者が、あまり遜色がないぐらいにまでなったよう
な時期もございました。まことにありがたいことだと思っ
ております。
　また、その中で特に私どもは情報の発信、さらには
情報化時代への対応ということについては、大いに頑
張っていかなければならないということで取り組んでま
いりました。特に情報学研究所からも大変力強いご
協力をいただきまして、国立情報学研究所のほうでも
文化芸術分野における情報化への対応ということは、
あちらでも大きな研究課題にもなっているようでござい
まして、そのような意味でもあちらの関心事項でもあっ

林田英樹（国立新美術館 館長） たということで、当館と、それから本部の水谷さんなど
とも一緒に連携いただきまして、頑張ってきたつもりで
はございます。そのような面でまだまだやらなければ
ならないことはたくさんあると思います。当館でも、また
国立美術館本部でも、本来もっとやらなければならな
い、やりたいということがいろいろありながら、なかなか
いろいろなリソースの十分でないところもございまして、
思うようにいかない面もございますけれども、何とかし
て今の状況、時代、研究や技術のレベルの中で、でき
るだけ最先端の形で対応していくモデルになれるよう
に努力したいということでやってくれているつもりでご
ざいます。
　今回、情報・資料研究部会で各館の実態調査など
もあったようでございますけれども、それらを元にご研
究をなされていることが、わたしどもにとりましても大変
いい機会だと思っております。昨今の国公私立の美
術館を取り巻く状況は大変厳しいものがございます
から、それぞれの館でも大いに苦慮なさっていらっしゃ
りながら、取り組んでいらっしゃるというような状況だろ
うとは思いますけれども、このような機会にそれぞれ
の先進の事例を紹介しあっていただきまして、できる
だけ省力化して、いい結果が出せるようなものを積み
上げていくことが大変大事だと思います。特にこれか
ら、今、新しい政権の中でも文化政策をどうするかとい
うようなことがいろいろ議論をされる時代になってまい
りましたけれども、やはり情報化でどのように国民の皆
さん方の芸術、美術に対する関心にこたえていくかと
いうことは大きな課題にもなってくるだろうと思いますし、
また世の中に訴えていって、われわれが実際取り組ん
でいるさまを見ていただけるようなことを示していくこと
も必要になってくるのではないかというようにも思って
いるところでございます。

　そのような考え方でございますので、当館でこの会
をやっていただけますし、またうちの職員も参加させ
ていただきますことは大変ありがたいと思っております。
どうぞ意義深い会になりますようにお祈りを申し上げま
すともに、せっかくの機会でございますから――当館
を初めての方もおありになるかもしれません――この
館のこともいろいろご理解をいただきまして、またいろ
いろな面でご協力いただく機会もあろうかと思います。
どうぞご活用いただければと思っております。よろしく
お願いいたします。ありがとうございました。
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開会のあいさつ

開会のあいさつ 開会のあいさつ

川口雅子（司会）　続きまして、情報・資料研究部会
長で、姫路市立美術館長の山脇佐江子より開会のあ
いさつをさせていただきます。

山脇佐江子　ただいまご紹介いただきました、姫路市
立美術館の山脇と申します。本日は年度末のお忙し
い中、多くの方 に々お集まりいただきまして、ありがとう
ございます。
　今回の学芸員研修会は、全国美術館会議の「情
報・資料研究部会」が担当しております。皆様ご存
知かと思いますが、全国美術館会議のなかに、企画
委員会というのがございまして、美術館が直面するさ
まざまな問題について検討をしたり、資質の向上のた
めの方策を研究するためのものですが、その委員会
のもとにいくつかの研究部会がございます。学芸員研
修会は、この研究部会が交代で担当することになって
おりまして、今回で25回という、大変息長く続いている
わけでございます。
　今回私ども「情報・資料研究部会」が研修会を
行うにあたって、どのような内容にすればいいだろう
か、ということについて部員のなかで議論をいたしまし
た。「情報・資料」といいましても大変範囲が広いわ
けですし、会員館がだいたい370館ほどあるわけです
が、それぞれの館がかかえる問題というものも様々で
あろうかと思います。共通する課題は何か、ということ
で「美術館の情報発信」ということをテーマにいた
しました。
　今日、美術館にとって、情報発信、情報公開というこ
とが時代の流れでもありますし、また社会教育機関と

しての責務でもあろうかと思います。各館にとってそ
の取り組み方はさまざまでしょうが、情報発信の手段
として最も身近なものである美術館のホームページを
取り上げてみよう、ということになりました。いずれの館
においても、何らかの形でホームページを開設してい
らっしゃるでしょうが、その内容や情報量は千差万別
です。ホームページを美術館の情報発信の手段とし
て、どのように位置づけ、どのような情報を伝えようとし
ているのか、その現状や課題について考えるとともに、
今後の改善のための参考となる事例や最新の情報
などをお伝えできればと思います。
　お手元のレジュメにもご紹介しておりますとおり、

「美術館の情報発信―参加する、つながる、共有す
るウェブの新時代―」と題してお送りいたします。
　講師といたしましては、東京富士美術館学芸員の
鴨木年泰さん、国立新美術館主任研究員の室屋泰
三さん、東京国立近代美術館情報資料室長の水谷
長志さん、本日の総合司会と最後のパネルディスカッ
ションの司会をいたします、国立西洋美術館の主任
研究員の川口雅子さんで、彼らは情報・資料研究部
会の会員です。それから会員のほかに今回のテーマ
に即しましてお二方の外部からの講師をお願いいた
しました。渋沢栄一記念財団実業史研究情報セン
ターの専門司書の茂原暢さん、東京都現代美術館
事業企画課の野口玲子さんです。いずれも先鋭的な
活動やユニークな試みをされている方々で、お二人に
は準備段階から何度も会議にご参加いただきまして、
さまざまな貴重なご意見をいただきました。お礼を申し
上げたいと思います。

山脇佐江子（姫路市立美術館 館長 / 情報・資料研究部会 部会長） 　最後になりましたが、先ほど国立新美術館の林田
館長にもごあいさつをいただきましたが、今回の研修
会場を快くご提供いただきました。また美術館のスタッ
フの方々、ボランティアの方々にもこの研修会運営の
ためにお力添えをいただきました。改めてお礼を申し
上げたいと思います。ありがとうございました。それで
は、ただいまから研修会を始めたいと思います。



8 9

全国美術館会議会員館のHP — 2005年度部会調査結果から

全国美術館会議会員館の HP — 2005 年度部会調査結果から 全国美術館会議会員館の HP — 2005 年度部会調査結果から

川口雅子（司会）　それでは第１番目の発表、情報・
資料研究部会の幹事を務めている東京富士美術館
の鴨木さんから、「全国美術館会議会員館のHP — 
2005 年度部会調査結果から」と題して発表してもら
おうと思います。

鴨木年泰　皆様、こんにちは。私のほうからは「全国
美術館会議会員館のHP」についての調査報告を
行わせていただきます。2005年度に私どもの情報・
資料研究部会で全国美術館会議会員館339館に対
しまして、アンケート調査を行いました。2005年度の
調査ということで、今から５年ほど前の調査結果にな
るのですけれども、今までこの結果を記録に残る形
で発表する機会がありませんでしたので、本日この時
間をいただきまして、今回の学芸員研修会の基礎資
料データとして、また後に予定されているパネルディス
カッションのヒントとなるデータとして、ご紹介をさせて
いただきたいと思います。それでは早速始めさせてい
ただきます。

１．「はじめに」･･･の前に

　突然ですが、最初にいくつかの数字を皆様にご紹
介したいと思います。

  

　まず、「36％」という数字なのですが、これは何の
数字でしょうか？

 

　実は、2005年度のアンケート調査でホームペー
ジの更新費用平均月額０円と回答いただいた館が

「36％」あったという数字です。

鴨木 年泰（財団法人 東京富士美術館）

　それから次に「44％」。この数字は何かといいます
と、ホームページの担当者が館内に１名ないし２名で
あると回答いただいた館がこのようなパーセンテージ
であったという結果です。

 

　それから、「26館」。357館というのは2009年時点
の全国美術館会議の加盟館数ですが、そのうちの
26館、これはパーセンテージでは全体の「7.3％」に
当たりますけれども、検索可能な作品データベースを
ホームページで公開している館の数です。補足です
がこのパーセンテージは、国立新美術館の室屋さんに
よる2009年の追跡調査で得られた比較的最近の実
態を示す数字です。

 

　その一方で、「99％」。この数字は何かといいますと、
ホームページで展覧会情報を発信していると回答い
ただいた館の割合です。まず導入として以上のような
数字をいくつかご紹介させていただきましたが、皆様
いかがでしょうか。うなずける数字と思われるでしょう
か。

２．2004年7月　ホームページ調査

　ここでお手元の予稿集の「２. 2004年7月　ホーム
ページ調査」をご覧ください。当部会では2005年度
のアンケート調査実施に先立ち、2004年の7月に美
術館のホームページ実見調査を行いました。この内
容からまずはご紹介をさせていただきたいというように
思います。このときの調査項目は、今スクリーンに映っ
ている4項目になります。
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①所蔵作品、②所蔵図書、そして③所蔵写真……こ
れは作品を撮影した写真という意味です。④展覧会
情報のそれぞれの「データベース」を公開している
館がどれぐらいあるだろうかということを調査いたしま
した。

 

　その調査の手法については、かなりアナログかつ力
技の方法になりましたけれども、情報・資料研究部会
のメンバー 6名でそれぞれ60館ずつほど分担をいた
しまして、「実際に一つ一つ見て」調査するということ
を行いました。

　その結果、どのような結果になったのかということな
のですが、まず「ホームページを開設している館」、こ
の時点の調査対象342館のうち実際にホームページ
を確認できた館が85％ありました。

　それから、「①所蔵作品のデータベースを公開して
いる館」が10％という結果になりました。

 

　そして、「②所蔵図書のデータベースを公開してい
る館」は3％という結果でした。

 
　次に、「③所蔵作品の写真のデータベースを公開
している館」は、やはり予想どおりというか、少なかっ
たのですけれども、1％でした。

 

　最後に「④展覧会情報の検索可能なデータベー
スを公開している館」については、こちらも少なく、1％
という結果でした。

　この調査の結果について部会内でディスカッション
を行い、いくつかの疑問点、また、さらにくわしく調べた
い点が出てまいりました。
　それは、所蔵図書と所蔵写真のデータベースにつ
いてあまり事例がなかったということに関連しますが、
そもそも論として美術館のホームページで発信されて
いる情報というものは「どのような種類」の情報が「ど
れぐらい」あるのだろうかということを、改めて詳しく
調べてはどうかという意見がありました。
　それからもう一つは、美術館のホームページが美
術館単独で開設されている以外に、例えば行政単位、
つまり市や教育委員会等のホームページの中に開設
されている事例も多く見受けられました。そのような点
で、どれぐらいの美術館が独自ドメインでホームページ
を開設しているのだろうかということも調べてみてはど
うかということになりました。
　一方で、調査の主対象となったデータベースその
ものに関わる問題なのですが、実はこのとき調査に当
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たった6名の部会メンバーの間でも、どの段階でデー
タベースと見なすかという判断について見解が分か
れたところがありました。あくまで検索ができるデータ
ベースのみ調査対象ということなのか、それともそのも
のには検索機能を実装していなくても作品の情報が
ホームページ上に何らかのまとまった形で掲載されて
いれば、データの集積されたデータベースというように
とらえることができるのか。そのようなことも議論があり
まして、作品情報を発信するという目的に限っていうな
らば、必ずしも検索型のデータベースでなくてもいい
のではないかということも議論になったのです。
　さらにデータベースで公開している作品点数につ
いてもばらつきがあります。というのは収蔵品を全点公
開している館もあれば、代表作品数十点のみを公開
している館もあります。また、その中間的な点数を公開
しているという館も多くあります。このように見てきます
とどのぐらいの点数を公開すべきかについての目安と
いいますか、必要充分な公開点数というものが果たし
てありうるのか、どのようなとらえ方ができるのだろうか
ということも、疑問点として挙がってきたわけです。
　また、この調査の中でユニークな事例も見つかりま
した。これからご紹介する事例は、この時の調査では
最終的にデータベースではないとみなしたので対象
外となったのですけれども、所蔵作品のリストをテキス
トで掲載している館の事例が何館かあったのです。
これはこの時の私たちにとっては非常にユニークな事
例で、とてもおもしろいということで話題になりました。
 

　これはつまり先進的な取り組みをしている館が時間
と労力をかけて検索型データベースを公開している
ケースで、適切なキーワードを入力して検索をしない
と作品情報が表示されないため、結局その館がどの
ようなコレクションを所蔵しているのかということを一望
する一覧性ということに関しては、実は単純なリスト掲
載のほうがわかりやすいのではないかということです。
そのような観点も一考の余地があるのではないかとい
うように思います。とりわけ最近ではグーグルの検索を
利用することが一般的ですけれども、極端な話、所蔵
作品の情報をインターネット上のどこかにテキストで掲
載しておけば、グーグル検索でヒットして検索結果に
現れてくるということもありますので、結果的に検索型
のデータベースを公開しているのと同じような効果を
持つということも言えるかと思います。

３．2005年5月
  　ホームページ開設状況アンケートの実施

　そのようないくつかの疑問点や、ユニークな事例を
発見したことを踏まえて、2005年の5月にアンケートを
実施いたしました。このアンケート実施に至った背景と
しては、前年の2004年に実際に各館のホームページ

を実見した調査で出た問題点・疑問が、主にホーム
ページ制作の手法や運営のあり方など、ホームペー
ジを運営する美術館内の事情に起因するものも多く、
私たちが行ったような外部からのホームページ閲覧
からだけでは分からないだろう、と。そこでアンケートを
実施してはどうかということになった訳です。美術館
内の担当者各位の声、美術館からの情報発信の実
情についてデータを集めて、新たにユニークな事例が
あればヒアリング調査など、さらに調査を進めていきた
いということが契機となってアンケート実施の運びとな
りました。このアンケート調査は2005年の4月に当時の
会員館339館にアンケートを送付し、その翌月の5月に
FAXで回収をして集計をいたしました。

　これからそのアンケートの結果をご紹介いたします。

　まず1番目の設問。ホームページのドメインについて
の設問です。独自ドメイン、地域ドメイン等のドメインの
種類について質問をしたところ、独自ドメインを取得し
て運営をしているという館が62％。例えば行政の市や
県などのように地域ドメインでの運営をしている館が
20％。またプロバイダ等のドメインを使っているという館
も19％ありました。

　それから２番目の設問。ホームページにおける各国
語対応の状況について質問したところ、英語ページ

「あり」「なし」について、次のような結果になりました。
［英語ページあり］43％、［英語ページなし］57％。
英語以外の言語についても聞いてみたところ、主に中
国語や韓国語になりますが、約6％の館が英語以外
のページも開設しているという回答がありました。

　次の設問は、サーバーの設置の状況についてです。
この設問については、館内にサーバーを置いていると
回答いただいた館が21％でした。館外に設置している
という館が79％という結果になりました。
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　さらに館内と回答いただいた館の担当部署を聞い
てみたところ、学芸系と回答いただいた館が45％、総
務系または広報で担当したという館が18％という回答
になりました。

　さらに担当者の人数を聞いたところ、館内と回答い
ただいた121館の内、担当者１名と回答いただいた館
が57％で、２名が21％、３名以上という館は14％という
結果になりました。

　館外に設置しているという館にさらにその内訳につ
いて質問をしたところ、レンタルサーバーを利用してい
るという館が46％。それから、「その他」と回答いただ
いた館が54％ですが、この「その他」については主
に自治体……県庁、市役所や、また私立の館等の場
合には設置母体等のところにサーバーを共用してい
るという回答でした。

　そして次の設問は、ホームページのデザインについ
てですが、館内でデザインを担当したという回答をい
ただいた館が121館、外部に委託したと回答いただ
いた館が111館。重複回答を含みますので合計数は
ホームページ開設館214館を超えますけれども、このよ
うな結果となりました。

　そして次にホームページの更新作業についての
設問ですが、これについては、それぞれ①原稿の作
成、②HTMLファイルの作成、そして③サーバーへの
アップ、それぞれの段階ごとに、「館内で作業」もしくは

「館外に委託」のいずれかを問う設問をいたしまし
た。原稿作成については予想どおり、ほとんど9割以
上の館が館内で原稿作成と回答いただいたのです
が、「②HTMLファイルの作成」、また「③サーバーへ
のアップ」といった作業についても館内で作業を行っ
ていると回答いただいた館がそれぞれ5割を超えると
いう結果となり、私たちの予想以上に高い結果になり
ました。このようなことが冒頭に紹介させていただいた
更新費用平均月額０円という結果の背景にもあるの
かというようにも思った次第です。

 

　最後の設問になりますけれども、ホームページで発
信している情報の種類、これについては以上のような
結果になりました。展覧会情報を発信している館はほ
とんど100％近い館。また教育普及、自館刊行物、所蔵
作品検索、図書検索、その他、という順でそれぞれの
情報を発信しているという回答をいただいております。
　このアンケート調査の結果を改めて見ていきますと、
美術館の独自ドメインでのホームページについては、
今回見てきたように6割ぐらいの館が独自ドメインでの
開設をしているという結果になったわけです。
　8割近くの館がサーバーを外部においているという
結果については美術館のホームページ運営のあり方
を反映した結果であろうというように考えております。
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　一方、ホームページのデザインを館内で行っている
場合の担当者が１、２名の館が多いということで、ご覧
の通りの結果になりました。これはやはり学芸員による
兼任や、限られた職員の中での少ない人員での取り
組みが各館の実情であるということだと思います。
 

　本報告の前半でデータベースの定義について、調
査者によって概念のぶれがあるということを申し上げ
ました。2005年のアンケートで「所蔵作品検索機能
あり」と回答いただいた館は73館で、これは全体の
34％になりました。このパーセンテージは決して低いも
のではありません。むしろ意外なぐらい高い割合であ
るといってもよいでしょう。
　問題はその中身なのですが、これに関連して国立
新美術館の室屋氏が、昨年2009年の10月に追跡調
査を行っています。室屋氏がこの73館のその後の状
況を追跡調査した際、その内実は、以下のような三つ
のタイプに分類できるということが分かりました。

　一つは「キーワード検索型」、これはいわゆる検索
のできるデータベースを使った公開です。このような館
が23館。
　次に「索引型」、これは例えば作家名が表示され
ていて、作家名をクリックするとその作家の作品が並
ぶといったような方法で公開をしている館が4館。
　それから「紹介型」に分類したのは、単純にホー
ムページ上に館の代表作品を公開している、掲載し
ているという事例です。作品の掲載点数としては数十
点規模のものが多いように思います。実はこうした館
が73館の内36館あったわけです。
　また、もう一つ興味深い事実が判明しました。それ
は73館のうちの10館は、2009年時点でその作品紹
介のページがすでになく、サービス休止中であったと
いうことです。

４．国立新美術館 室屋氏による2009年10月の
    追跡調査

　作品情報の発信が中止される事例も決して少なく
ないことが分かり、最近の実態を知るため、2005年の
アンケート調査の時点では作品情報を発信していな
いと回答した館についても、室屋氏がその後の追跡
調査を加え、その結果を整理しました。最終的に2009
年の時点でキーワード検索型の作品情報公開を実
施している館は26館、そして索引型が11館、紹介型
が40館という結果になりました。26館という数字は全
国美術館会議加盟館357館に対して7.3％であり、こ
れは当初アンケートで得られた73館・34％という数字と
大きく印象が異なる結果となりました。

まとめ

　以上のように、2004年度の実見調査、2005年の
アンケート調査、そして2009年の追跡調査の結果を
踏まえまして、まとめといたしましては美術館のホーム
ページをめぐる環境には、一つはやはり予算や人員面
の課題があるということが浮き彫りになっているかと思
います。また、もう一つは、美術館からの情報発信につ
いては、データベース公開に限らない様々な形の発
信の仕方があるということが、今後ますます注目される

ポイントになってくるのではないかというように思ってお
ります。このようなことを考えていきながら、今後も美術
館からの情報発信について調査活動を継続してまい
りたいというように考えております。
 

本日はご清聴大変にありがとうございました。
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　ただいまご紹介いただきました、国立新美術館、室
屋と申します。よろしくお願いいたします。私から30分
ほどお話をさせていただくのは、「美術館の情報発信
──参加する、つながる、共有するウェブの新時代」
と題しまして、情報・資料研究部会で2005年に行った
調査結果を踏まえて、では、今ウェブの世界というもの
はどのようになってきているのか。非常にいろいろな
サービスが多様に展開されていて、すでにそのような
技術やサービスを美術館の活動の中で生かして情
報発信されている、そのような美術館がかなりたくさん
いろいろなところで出てきています。
　本日もこのあとで事例発表の中でそのようなお話を
いただくわけですけれども、私が今ここでお話をする
のは、全体像としてどのようになっているのかということ
を、なるべく広く浅くお話をするということが目的であり
ます。
　先ほど鴨木さんのお話から、いろいろな美術館で
すでにホームページがかなり公開されているということ
でしたので、わたしはまず最初に、ホームページを公開
したそのあとにということでお話をさせていただきます。
　「ホームページを更新しました、それでは、その更新
情報をいかに効果的にインターネットに伝えていくか」
ということについて簡単に触れさせていただきたいと
思います。

１．ホームページの更新をどう伝えるか？

　これらの四角はホームページのつもり（図1）で
す。黄色いところが新着情報など新しい情報が出て
いるところだとお考えください。単純化した図でちょっ
と恐縮なのですけれども、われわれ普段ホームページ
を見ているときに、あそこのページを見て、新着情報を
見て、ここのページのトピックスを見て、ここのページの
ニュースを見て、ここのページのどこを見て、ここを見
てというように、インターネットの上を動き回っているわ
けです。一時「ネットサーフィン」という言葉もありまし
たけれども、そのようにウェブをご覧になっている方が
多いかと思います。
　しかし、これも定期的に閲覧するウェブの数が10を
超えると、なかなか立ち行かなくなります。わたしも情
報セキュリティ関係のサイトだけでもやはり１日に10近
く見ますけれども、新着情報を追いかけるのは難しい
です。
　そこで新着情報が１箇所に集まっていたらいいなと
いうように思うのです（図2）。そのような目的にために

「ニュースサイト」があるわけですが、なかなか自分
が欲しい、ここのページの更新情報が知りたいと思っ
ても、その情報が出ているとは限りません。

室屋 泰三（国立新美術館）

　ホームページを見ていて、「RSS」という文字を目に
された方がたくさんいらっしゃるかと思います。RSSと
いうのは、ホームページの更新情報を公開するための
フォーマットです。このRSSで記述した新着情報その
ものを見ても何かごちゃごちゃして、文字や記号の羅
列にしか見えないのですけれども、それを「RSSリー
ダー」というソフトウェアもまたは「ウェブページ」で
ご覧いただくと、新着情報が一覧できるのです（図3）。
あとで実例はご覧いただきます。

　日本の美術館でもRSSを使ってホームページの更
新情報等を発信している館がいくつかあります。東京
都庭園美術館や岩手県立美術館や世田谷美術館
などです。
　RSSリーダーというソフトウェアもしくはウェブサイト、
例えば、Googleリーダーを使っていますけれども、こ
れに登録をしておくと、ここを開くともう何が更新された

かというのがもう一覧で出てきます。リスト表示にする
と、一覧で表示されるわけです。これを最近ですとマ
ウスのスクロールホイールがついていますから、くるくる
回しながらスクロールさせて、「このニュースはちょっと
興味があるな」と思ったら、そこでクリックして、その実
際のページのほうに飛んでいくというようなことで、たく
さんサイトを毎日のように見る、情報収集するというよう
な場合に、このような手段は非常に便利です。
　このような携帯電話にもRSSリーダーが搭載されて
います。「マイニュース」などという名前になっていま
すけれども、中身はRSSリーダーということです。それ
から皆さんもスマートフォン、例えばiPhoneなどをお持
ちかと思います。わたしはWindows Mobile携帯とい
うものを使っていますけれども、このような携帯端末で
RSSリーダーを使うと、出先で簡単に新着情報を入手
できるのです。ホームページそのものを見ると、このよう
な端末では表示に時間がかかってしまいますけれど
も、RSSというのは、今ここでご覧いただいているよう
に、テキストが主体で非常にコンパクトで「軽い」情
報になっていますので、このような小型の情報端末を
使っても比較的読みやすくて、なかなかちょっと時間
が空いたときなどに、情報収集することができます。

２．ホームページを安全に利用してもらうために

　その次です。「ホームページを開設したその後」
の第２弾ということで、安心してホームページを利用し
てもらうためにということで、非常にタイムリーな話題で
もありますので、ちょっと触れさせていただきたいと思
います。「ＪＲ東日本が再びガンブラー被害」という
ことで、昨今新聞やテレビ、インターネットの中でガンブ
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ラーというキーワード、耳にされた方は非常に多いと
思います。ガンブラーというのは一体何なのか。よくガ
ンブラーウィルスと書いてあったりするわけですけれど
も、はたして一体どのようなものか、最近は「ガンブラー
攻撃」、「ガンブラー被害」等と書いてありますけれども、
では、はたして実態は一体どのようなものなのか、そし
てそれを防ぐためにはどのようにしたらいいのかという
ことについてご説明をしたいと思います。
　ガンブラー攻撃の手口ですが、攻撃対象としては
ホームページの制作会社をねらいます。まず、ウィルス
を「下手な鉄砲、数打ちゃ当たる」ということで、ウェ
ブページを通じてばらまくわけです。そのばらまいた
先にホームページ制作会社のパソコンがあり、さらに
セキュリティーが甘かったら、そのパソコンに感染して、
中にあるホームページを更新するためのパスワードを
盗みます。そのパスワードを使って、サーバーの上にあ
る（その制作会社が制作を受託している）ホームペー
ジのコンテンツを改ざんしてしまうわけです。改ざんさ
れたホームページをわれわれ利用者は普通にそれと
知らずアクセスするわけです。アクセスすると何が起こ
るのか。これはいろいろあります。いろいろというのは、
ガンブラーといっても１種類ではなくて、コンピューター
ウィルスというのは作られて、インターネットの中に蔓延
していく間で、亜種というものが作られます。変種が人
間の手によって作られていくわけです。多くの場合に
はホームページの閲覧者、利用者を、意図しないサイ
トに飛ばしてしまう。何か変な薬を売っているところや、
「あなたは100万ドルの宝くじが当たったのでその送
金をしたいので手数料払ってください」など、そのよう
なところにどんどん誘導するわけです。でも、中にはさ
らにもっと悪意があって、相手のコンピューターにウィ
ルスを送り込もうというサイトもあるかもしれません。そ

のような意味で非常に危険なわけです。
　ちょっと前後しますが、「ＪＲ東日本サイトが再びガン
ブラー被害」というようにありますけれども、ホームペー
ジの運営者はホームページを改ざんされてしまったの
で被害者であるわけです。しかし、その一方で運営し
ているホームページの利用者に対して被害を与える
可能性がある、もしくは被害を与えたという意味では、
加害者としての性格も持ってしまいます。次にご紹介
しますけれども、ガンブラー攻撃はセキュリティー的に
非常に甘い状況があったときに成立する攻撃ですの
で、ホームページの運用の中で、そのような運用の甘
さがあったという意味においては、やはり加害者の要
素が入ってくるということは否めないと思います。
　ホームページの安全管理というところでいくと、非常
に当たり前のことになります。パスワードを盗まれにくく
するということ、それとコンピューターウィルスに感染し
ないということ。「何を、壇上からわざわざこのようなこ
とを」とお思いになるかもしれませんが、残念ながら、
日本のウェブサイトの制作会社でこれをきちんとできて
いるところが100％ではないということです。ですから、
このようにガンブラーウィルスがはやってしまったという
ことです。
　ホームページを更新する際に、作業パソコンか
らサーバーに対して再度転送します。そのときに
FTP(File Transfer Protocol)という方法を使って
ファイルを転送してきました。ところが、このFTPの通
信から簡単にパスワードを盗めるのです。もちろん、き
ちんと代替手段というものが用意されています。暗
号化されたファイル転送方式というものを使うと、パス
ワードは盗まれにくくなります。それから認証方法が厳
しくなりますので、仮に盗んだとしても、例えばきちんと
事前に登録されたコンピューター以外からアクセスは

受け付けないとか、そのように非常に厳しいセキュリ
ティー管理ができるわけです。これらのソフトウェアとい
うのは、別にものすごく高いものではありません。無償
で提供されています。このパソコンにも入っていますし、
われわれが普段作業するときには、そのような安全性
の高いものをインストールして使うわけです。ところが、
やはりそのようなことをしていない会社があったという
ことです。
　そして、コンピューターウィルスに感染しないこと。こ
れも一番最初にパスワードを盗み出すものに感染しな
ければ、この攻撃というものは成立しないわけです。し
かしながら、残念ながらWindowsの更新であるとか、
セキュリティーソフトウェアのウィルスパターンの更新を
怠っていたり、それからウェブブラウザ、Adobeリーダー
のようなPDF表示ソフト、それからFlash Player等脆
弱性（ソフトウェアの不具合の一種。特定の使用条
件で異常な動作となるようなもの）があると、そこを悪
用されて、悪意のあるプログラムを実行されてしまうよう
なソフトウェアのアップデートを怠っているケースが、ま
まあるわけです。アップデートについては、ほとんど自動
化が可能なのです。アップデートを自動化しておくと、皆
さんもご自分のパソコンで見たことがあるかと思いま
すけれど、「更新しましたので再起動していいですか」
などというメッセージが表示されたり、時 自々動的に再
起動がかかってしまって、やっていた仕事がパーになる
ということもありますけれども、きちんと注意して更新を
かければ、それほど不便なものではないわけです。とこ
ろが、このような基本的な安全管理をやっていない企
業が存在したのです。しかし、このようなことは発注時
に注意できることです。例えば入札資料の中にそのよ
うな項目を入れるなどということになります。ご参考まで
にセキュリティー管理のための対策ということで何項目

か挙げさせていただきますので、もし何かの際にはご
参考にしていただければと思います。

（1） ホームページ制作に用いるPCからホームページ
公開サーバーへのファイル転送には暗号化され
た方法を使用すること

（2） PCからサーバーへのファイル転送の際のユー
ザー認証には、少なくとも8文字程度の英数字が
混在したパスワードを使用すること

（3） PC上で用いるファイル転送ソフトウェア等にファイ
ル転送のためのパスワード等の情報を保存しな
いこと

（4） PCをできる限り特定し、不特定のPCでは作業し
ないこと

（5） PCにセキュリティソフトウェアを導入し、常時、ウィル
ス検出・駆除のための情報を最新のものとすること

（6） PCのOSに不具合の修正などが公開された場合
には速やかに適用すること

（7） PC上で使用するソフトウェア(Adobe Reader、
Flash Player、ウェブブラウザ等) について、不
具合の修正などが公開された場合には速やか
に適用すること

（8） PC及び当該PCが設置されているネットワークに
ついて、適切な通信制限を行い、不正な通信が
行なわれないようにすること
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図4

図5

図6

３．Read onlyなウェブからWritableなウェブへ

　これで約半分を費やしてしまったのですけれども、
暗い話のあとはウェブの新しい姿ということで、今度は
少し前向きな話というか、インターネットの上で今どのよ
うな変化が起こっているのかいうこと、それと、今、美
術館がそのような変化に対してどのように一緒になっ
て動いているのかということを、事例を交えながらご紹
介させていただきます。
　「ウェブ2.0」という言葉を耳にされた方もいらっしゃ
ると思います。バージョンが1から2に上がったぐらいの
変化があった、というのがここ数年なわけです(ソフト
ウェア業界ではバージョンが1つ大きくなるということは
大きな改良、変化があったということを意味します）。で
は、一体何が大きな変化であったのでしょうか。一つは
これまでのウェブ、HTMLやホームページの編集ソフ
ト、先ほどのファイル転送やサーバーの管理などいろ
いろなことを習得しなければ情報発信できなかったわ
けです。ホームページを作ることができなかった。すな
わち、ウェブというのはもう多くの利用者にとってみれ
ば、読むだけのメディアだったと、そのように言っていい
と思います。そのような、ウェブがリードオンリーの時代
から、ブログに代表されるように、情報技術の知識が
別になくても、自分はこれが書きたいと思えば、デジタル
カメラとノートパソコン（または携帯電話ひとつ）があ
れば、だれでもブログを使って情報発信できる時代に
なってきた、そのような意味では、ウェブというものがだ
れにでも読み書き可能なメディアに変わっていったとい
うのが、ここ数年間の特徴になります。

　これは国立新美術館のホームページの一部（図
4）ですが、HTMLというのはこのような記号の羅列
です。ウェブブラウザの上ならば表示されますが、この
ようなデータを場合によっては手でひたすら入力する
のです。このような非人間的といいますか、面倒くさい
ことはあまりしたくはないわけです。

　一方でブログ（図5）ですけれども、ブログというの
は語源は諸説ありますけれども、ウェブ上で公開され
た日記、ログですね、そのようなところを語源としていま
す。ブログの編集画面というのは、もう本当にこのよう
にシンプルで、タイトルを入れて、本文を入れて、記事と

４．ブログとTwitter

４−１．ブログの利用

して保存するというだけです。そうすると書いたものは
日記ですから時系列にたまっていくわけです。
　ここにカレンダーがありますけれども、記事が保存
された日のカレンダーの日付の色が変わって、日付をク
リックすると記事が表示されるということが自動的にで
きてしまうのです。別にリンクを張るとか、どこにファイル
を保存して、ここにリンクを張るなどいうことは考えなく
てもいいのです。
　そして、さらにブログがはやる一つの要素というか、
ブログをやっている人の一つの励みになるのはこのコ
メントです。ブログを見た人がコメントを残して、感想を
書いてくれて、「ああ、読まれているんだ」ということで、
うれしくなってまた頑張るというようなことがあります。あ
と、トラックバックというのがあります。トラックバックもブロ
グ特有のもので、われわれはほかのページにリンクを
張るという行為をしますけれども、トラックバックというの
は、リンクを張った相手に対して、あなたのサイトにリン
クを張りましたよというお知らせなわけです。そうすると、
自分のサイトがリンクを張られたということは、興味を持
たれたということなので、それはそれでうれしいわけで
すね。
　最近は「ホームページを始めました」という人は
少なくなって、最近は「ブログを始めました」というこ
とで、非常にウェブの利用手段の中で一般的なものに
なりつつあると思います。
　先ほどのシンプルな画面、ちょっと画面が見にくくて
申しわけないですけれども、この上のところに、箇条書
きであったり、例えばイタリックするだとか、ボールドに
するとか、文字の色を変えるなどというボタンがありま
す。HTMLを直接記述するときには、いろいろな記号
を書かなければいけなかったのが、このようなブログ
の編集画面を使うと、あたかもワードやエクセルで文

章を作るように、簡単に書式付きのページが作れてし
まいます。
　美術館でブログを利用しているところは非常に多く
あります。公式ブログもあれば、展覧会ごとにブログを
作っているようなケースもあります。それからスタッフブ
ログ、それからボランティアの方々の情報共有の場と
してのブログなど、多くのものがあります。たくさんある
中で今日ご紹介するのは世田谷美術館の「セタビブ
ログ」（図6）です。これはスタッフのブログということ
です。先ほどのようにカレンダーがあって、投稿された
ところはリンクが張られていて、クリックすると対応する
記事に飛んでいくということになります。なぜ世田谷美
術館のブログをご紹介したかというと、国立新美術館
のサイトをリニューアルするときに、美術館周辺の地図
をどうしようかという問題が出てきました。その時、いろ
いろな美術館のウェブサイトを拝見している中で、世
田谷美術館のブログでボランティアの方が書いている
記事で、世田谷美術館への行き方というのを、多分デ
ジカメ片手に町を歩かれたのですね。このように撮っ
て、ここを右に曲がりますなど、非常に親しみやすい感
じで、分かりやすく説明されていました。なかなか公式
なホームページだと堅苦しくなってしまって、このような
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図7

図8

図9

スタイルはなかなか難しいのですけれども、ブログなら
ではのスタイルだなと思いました。
　それから先ほどお話しいただいた東京富士美術
館の大三国志展ブログ（図7）。先ほどのブログとは
ちょっと打って変わって、すごくデザイン性に富んだイ
ンパクトのあるブログです。ブログというとなんとなくデ
ザインテンプレートでやりますので、パターンが決まって
いるように見えるかもしれませんけれども、ブログとは
いっても作りこめば、このようにインパクトのあるものが、
個性的なものが作れるという非常にいい例だと思いま
す。このあたりのことは、鴨木さんが実際に運用をご担
当されているので、あとの質疑応答などでも何か議論
ができればと思います。

４−２．Twitter

　ブログ以上に、今流行っているのが「Twitter」
です。「新橋のサラリーマンに聞きました」というよう
な調査で、「言葉は知っているけれども何だかよく分
からないというもの」の一つだそうですけれども、一
方である英語圏の調査会社の調査によると、2009年
で一番多く使われた英単語はTwitterであると。アメ
リカ合衆国大統領のオバマ氏を抜いてTwitterがトッ
プだという統計もあるぐらい広まっています。
　Twitterというのは、画面をご覧になった方はご存
じかと思いますが、一番上に「今どうしてる」と書い
てあるわけです。そうすると「学芸員研修会に出て
います」などと書き込む（「つぶやく」、「ツィートする」
などと言います）のです。
　実際には「ルノワール展行きたいのだけれども混
んでそうかな」というのに対して、ルノワール展に行っ
てきた人が「ルノワール展見てきた。結構混んでたよ」
というような書き込みをしたりするのです。実際にこれ
は今朝（注：2010年3月12日）のTwitterの画面です

（図8）。

　Twitterを「ルノワール展」をキーワードとして検
索してみました。いろいろな人が、いろいろなことを書
いています。「ああ、見たい。４月５日までか。無理」とか、

「ルノワール展の上でやっている現代何とか展もすご
く楽しかった」と、楽しかったといっていただいてあり
がたいのですけれども、「現代何とか展」ではなくて、

「アーティスト・ファイル2010」なのですけれども、すご
く楽しかったそうなので、皆さんもぜひこのあとご覧い
ただければと思います。
　このように、Twitterというのは140文字までしか書
けません。ブログと違って文字数制限があるのですが、
逆にいうと非常に手軽にその場で思ったことを書ける
わけです。Twitterにはパソコン以外、例えばスマー
トフォンからでも書き込みができます。さらに、ブログと
違い、Twitterというひとつのサービスをみんなで共
有していますし、スマートフォンを使えば、何か情報を
発信したくなった、その場から書き込めます。そこから、
リアルタイム性や場の共有感、臨場感のようなものが
あるわけです。
　先日まで行われていた第13回文化庁メディア芸術
祭では、会場の中でみんなで積極的にTwitterでつ
ぶやいてもらおうということで、そのエリアごとでつぶや
くためのキーワード（「ハッシュタグ」）を決めて、そ
のキーワードを入れてつぶやくわけです。そうすると会
場に来た人、もしくはこれから行こうという人は、自分の
関心のある展示エリアのキーワードを元にTwitterを
検索すると「この人、こんな感想を言っている」とか、

「ここ、こんなに並んでるんだ」とか、そのようなことが
分かるということで活用されていました。
　美術館でも、非常に多くとまではいかないですけれ
ども、いろいろな場でTwitterを使った広報が行わ
れています。東京国立近代美術館の河口龍夫展の

オープニングのときです。「DARK BOX2009」とい
う作品に関連するイベントの実況中継をTwitter上
でやるというような感じで使われているようなこともあり
ます（図9）。

５．映像や音声の配信

　ということで、あと時間がだいぶ迫ってきまして、少し
飛ばします。美術館のもう一つのウェブ技術の利用の
流れの中で、映像や音声を発信していこうという動き
が出てきています。今日お話しできるのは、あくまでも技
術的な側面、「ウェブサービスとしてこのようなものが
あります」というご紹介であって、このような問題の一
番根本である権利処理をどうするのか。例えば講演
者にどのような書面でもって許諾を得るのかということ
については、そのような議論の場が別に必要かと思い
ますけれども割愛いたします。
　美術館で音声や映像を配信していくという試みを
一番最初にしたのは、東京都現代美術館でしょうか。
ポッドキャストを多分日本で一番先に行い、美術館で
ポッドキャストをやるようになったのだと思ってちょっと
びっくりしました。ポッドキャストというのは、ご存じの方
も多いかと思いますけれども、音声ファイルをインター
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図10

図12

図13

ネットから、例えば携帯電話や、iPodなどのデジタル
音楽プレイヤーにダウンロードして聞くというサービス
です。
　例えば、岩手県立美術館では作品解説のポッド
キャストが行われています（図10）。

　映像の配信について、先進的な取り組みを行って
いるのはICCのHiVE（図11）というアーカイブがです。
どこが先進的かというと、ICCで行われたワークショッ
プなどの映像を幅広く配信している上に、その映像に
対して「クリエイティブコモンズ」というライセンスを
適用して、その映像を使った２次制作物を作っていく

ことを認めているというところです。単に発信するだけ
ではなくて、そこはスタート地点、何かほかの創作物の
材料になって、どんどん広がっていくということにつな
がります。
　映像配信を行うということがどこでもできるかという
と技術的にもコスト的にも難しい場合があるでしょう。
そこで、有力なツールとなるのが、YouTubeというこ
とになろうかと思います。横浜美術館とJIU-MEDIA

（城西国際大学メディア学科）がコラボレーションし
て、YouTubeの上にチャンネル（図12）を作って、
いろいろなイベントのときの映像を配信しています。な

かなか美術館だけで難しいような場合には、このよう
に周りの大学などを巻き込むということはあります。予
稿には地元のＦＭ局と組んでポッドキャストをやってい
る美術館の事例も少し載せておきました。

　森美術館ホームページでも音声や映像コンテンツ
の配信（図13）していますが、映像コンテンツをク
リックしてみると、YouTubeのページに飛ぶのです。
映像の配信自体はもうYouTubeで行っているので
す。映像ファイルを保存したり、配信したりすることは
YouTubeに任せて、自分のところではインデックスだ
け持っておくだけにしているようです。美術館外部の
サービスと連携をしながら、積極的な情報発信を行っ
ているという事例だと思います。

６．おわりに

　ということで、そろそろ時間になって、作品情報の話
もちょっとしたかったのですけれども、これは割愛しま
して、終わりにということで、まとめたいと思います。ウェ
ブというメディアがこれまでのような片方向の情報発
信であって、リードオンリーだった時代が終わって、今
はリアルタイム性。このリアルタイム性というのは、早い
という意味だけではないのです。実時間性というよう
に、本来の意味でとらえていただきたいと思います。あ
るところで何かが起こりました。その瞬間に自分もネッ
トワークにつながっていて、その何か起こったことが
共有できるという意味でのリアルタイム性ということで

す。そして双方向性。これは単にコメントをつくとかと
いうことではなくて、リアルタイム性ともあいまって、本当
に会話をしているに近いような形になります。そして手
軽さ。ブログだったら書き込んで保存すればオーケー。
Twitterだったら、140文字をぱっと書いて、ボタンを
押せば、それでおしまいという手軽さ。そのようなことに
よって、親しみやすさや、臨場感など、そのようにこれま
での単なる情報を発信するとか、情報をやりとりしまし
たということを超えた、感性的な要素が入ってくるよう
なコミュニケーションが実現しつつあります。
　美術館活動の中で、そのきちんとした情報をホーム
ページの上できちんとレイアウトして出していくというの
は、基本中の基本かと思います。そこを越えて、では
何かしようとプラスアルファの要素を考えたときに、この
ように今ウェブの中で起こっている動きというのは、何
かのヒント、もしくは手がかり、もしくは材料など、そのよ
うなものになりうるだろうかということは考えるに値する
のではないかと思っています。
　そして、YouTubeやGoogleマップ、Googleによ
るサイト内検索のように、自分たち以外の組織、企業
が、何かサービスを提供してくれ、そのサービスと連携
することによって、自分たちだけではなかなかお金もか
かって、手間もかかって、技術的にも難しいことが実現
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できてしまう。そのような時代にもなってきています。そ
のような意味で、外部との連携なども含めて、美術館
のホームページをいかに魅力的なものにしていくかと
いうことを考えていくに、おもしろい状況になってきてい
るのではないかというように考えております。

　ちょっと早くなりましたけれども、これで私の話を終了
させていただきます。ご清聴ありがとうございました。

７．追補

以下、いくつかのトピックスを補足します。

７−１．ustream

　YouTubeと共に映像配信する場合の強力なツー
ルとなるサービスが「ustream」です。
　特にライブ配信を行いたいというような場合、極め
て簡単にかつ安定した配信が実現できます。カメラ
付きノートパソコンやスマートフォン、またはiPodのよう
なカメラ内蔵のデジタル音楽プレーヤーを使って、講
演会などのイベントのライブ配信ができます。（デジタ
ル音楽プレーヤーを使う場合には、無線LAN経由で
インターネットに接続できる機種、環境が必要です。）
配信した結果は録画しておいて、イベント終了後も
配信することができます。海外ではニューヨーク近代
美術館、スミソニアン・アメリカ美術館などが講演会や
レクチャーの様子を配信しています。国内では、まだ
事例が少ないですが、森美術館など一部の美術館
で講演会の様子が配信されていますし、第14回文

化庁メディア芸術祭ではアーティストトークやシンポジ
ウム等多くのイベントをライブ配信していました。なお、
ustreamでのライブ配信ではTwitterと連携して、ライ
ブ配信を見ているインターネット上のユーザー同士（も
ちろん、配信元とも）がTwitter上で対話することもで
きます。（音声が聞き取りにくい等の映像配信へのリ
クエストが書き込まれたりしています。）

７−２．facebook

　最近では（技術系ではない）ビジネス雑誌でも特
集が組まれるなど、Twitterと並び、現時点で最も注
目されている「ソーシャルネットワークサービス」と呼
ばれるサービスのひとつです。
　facebookは、元々は2004年にハーバード大学の学
生名簿のウェブ版ということで学生が立ち上げたサー
ビスです。友達通しのつながり（情報共有、情報交
換）をサポートするさまざまな機能（ニュース掲示、イ
ベント情報掲示、メッセージ送受信等）を持っています。
　人と人のつながりを重視したサービスということで、
実名での登録が原則であるということが大きな特徴
です。すでに5億人を超えるユーザーが登録されてい
るということです。
　最近、「いいね！」というボタンをウェブページで見る
機会が多くなっています。これはfacebookに登録した
ユーザーがそのウェブページの情報を、「いいね！」と
思ったときに押すことにより、そのウェブページに対して

「いいね！」と思ったユーザーとして登録されるという
機能です。「いいね！」ボタンを押したfacebookユー
ザーが一覧で表示されます。実名と（登録されてい
れば）顔写真付きの賛同者の一覧ですから、リアリ
ティがあります。

　美術館がfacebookを利用する場合には職員等が
実名でユーザー登録した後、「facebookページ」と
いう機能を使って、館のページを作成するという手順
になります。
　日本国内ではほとんど事例はありませんが、海外で
はメトロポリタン美術館などfacebookにページを持っ
ている館があります。
　なお、実名で登録といっても、本人確認が求めら
れるわけではなく、さらに美術館のページを作成する
場合でも、作成対象の美術館との関係を証明する
必要があるわけではないので、美術館関係者以外で
もその館のfacebookページを作ることが可能となっ
ています。すなわち、1つの美術館の名称で複数の
facebookページが存在するということが起こりえるの
です。
　また、facebook上でfacebookページを公開して、

「http://www.facebook.com/nact」というような
短いアドレスでアクセスできるようにするためには、ファ
ンが25名以上必要ということです。
　facebookにはイベント情報を掲載するなどの他にも、
画像や動画を共有したりと美術館が情報発信するの
に十分な機能が備わっています。また、ユーザーは基
本的には実名でコメントを寄せたりしますので、その点
では、匿名性が高い通常のブログサービスよりも安全
性があると言えます。前述の通り、本人確認が必ずし
も取られているわけではないので、本当に実名か過
信するのは危険です。（2011年に入り、実名で登録
しているか疑わしいユーザーについては、より厳密に
実名かどうかのチェックが行われるようになりました。）

　インターネット上で化粧品や食品などのサンプルを
配布する「サンプル百貨店」。ここではインターネット
上だけにはとどまらず、実際にユーザーを集めて、サン
プルを配り、体験してもらい、企業からプレゼンテーショ
ンを受けてもらうというイベントを行い、参加したユー
ザーから商品サンプルに関する感想や印象をブログや

「Twitter」で情報発信してもらうというプロモーショ
ンを実施しています。もちろん、参加者からは肯定的
な感想や意見だけではなく、不満足であるような感想
や批判的な意見も登場します。ブログの読者はそれら
の意見、感想を総合して、単なる企業からの情報発
信を超えた情報を得ることができるのです。それは一
種の共感であり、「この人が書いていることって、ある
ある！」というような、一種の追体験です。肯定的な情
報だけではないからこそのリアリティから得られるもの
です。このような「口コミ」効果はインターネットの上
で広く利用されています。新製品の発表会、内覧会に
は多くのブロガー（ブログの書き手）が招待され、また、

「ブロガー向け内覧会」が開催されています。特定
少数の実体験を不特定多数の追体験に広げていく
のが、インターネットを利用した広告手法の一つとなっ
ています。

７−３．インターネットを使ったマーケティング—     
美術館以外の事例
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*以下は、2010年3月12日の研修会開催時に配布の予稿集原稿を当日の発表テー
プ起こし原稿の前に付記し、適宜、加筆したものです。

Resume:
まず、美術館の情報発信を美術館コンテンツ（所蔵品、展覧会、図書資料、アーカ
イブ etc.,）の提供可能性: accessibilityと見える化（可視化）度: visibilityの向
上策としてとらえる。アクセスと見えの向上は機関のプレゼンスを世に顕著なものとす
ることであり、機関存立の説明責任(accountability)の実現策として今後一層重要
度を増す。あわせて多様な美術館コンテンツがより有効に発信されるための情報〈連
携〉を、MLA+E*の視点から試行する国立美術館の事例を紹介し、さらに国立情
報学研究所、国立国会図書館など外部情報関連機関との連携について、今後の展
望を報告する。
*M(useum), L(ibrary), A(rchives)+E(xhibition)

1.全美情報・資料研究部会企画セミナー
　「美術情報・資料の活用法─展覧会カタログから
　Webまで」から

2009年11月11日(水)－12(木)
於，東京国立博物館＋国立西洋美術館
総論「美術情報・資料の活用法―提供と利用のはざまにおいて」
全レジュメはhttp://www.zenbi.jp/topics/10/pdf/100106.pdfにて掲載
2） 美術館図書室(Art Museum Library, 以下AML) の課題と責任
　　・Museum as publisher
　　・Museum publications
　　・Access to Museum publications
3） 提供と利用のはざまにおいて
　　ミュージアムに携わるすべての人がpublisher (writer) であり user (reader) で
　　あることを踏まえた上でミュージアムの資料担当の課題と責任を問うならば
　　・publisher (writer) として: 自館刊行物の 提供可能性の範囲: accessibility 
　　  を自覚する
　　・user (reader) として: 必要とする資料の 利用可能性: availability の回路を
　　  保証する

　東京国立近代美術館の水谷です。3つ目の発表
です、若干時間が押してはおりますが、ちょっと長くな
るかもしれませんけれども、「国立美術館の情報発信
─近年の展開と課題」ということでお話ししたいと思
います。
　今、川口さんからご紹介をいただきましたように、東
京国立近代美術館で情報資料室を担うとともに、法
人本部事務局にあります情報企画室を併任して、国

立美術館全体の情報政策というか、情報化全般につ
いていろいろな仕事をしております。
　全国美術館会議の情報・資料研究部会は、昨年
(2009)、企画セミナーを開きました。「美術情報・資料
の活用法─展覧会カタログからWebまで」ということ
で2日間にわたって、11月の11日と12日に東京国立博
物館と国立西洋美術館において、20数名の参加者
を集めてかなり濃密なセッションを行いました。その中
で6つほどのトピックスで講義が組まれましたわけです
が、冒頭の総論において、私から「美術情報・資料の
活用法─提供と利用のはざまにおいて」というお話
をしました。この企画セミナーは昨年初めて開いたの
ですが、今年(2010)も予定では９月９日と10日、愛知県
美術館で開催予定ですなので、是非ご参加いただき
たいと思います。
　昨年のその総論において何を述べたかといいます
と、このセミナー自体は美術館の情報・資料がテーマ
だったのですが、特に美術館図書室、アート・ミュージ
アム・ライブラリの課題と責任ということについて、初め
にまずこのようなお話をしました。
　すなわち、ミュージアムは極めて旺盛な出版活動の
主体であり、ミュージアム・パブリケーションという多様
な出版物を出している。そして問題なのは、出版して
いる多様なミュージアム・パブリケーションについて、ど
のような自館刊行物へのアクセス可能性は保証して
いるのか、という問題提起をいたしました。自館刊行
物を広く共有財にするための課題と責任、でありま
す。そして、ミュージアムに携わるすべての人が、ある
意味でライター、パブリッシャーであり、同時に出版物

水谷 長志（東京国立近代美術館） を利用するユーザー、リーダーであることを踏まえた上
で、ミュージアムの資料担当者の課題と責任を問うな
らば、自館刊行物の提供可能範囲を自覚するというこ
と。すなわち［美術館の外からの］アクセシビリティー
(accessibility)。と、出版物のユーザー /リーダーとし
て、必要とする資料の利用可能性の回路を保証す
る。すなわち［美術館の内からの］アベイラビリティー
(availability)。この2つのキーワードでもってお話をしま
した。さらに、このアクセシビリティーというキーワードを
もとに、美術館の情報発信ということをもう一度基本か
ら考えてみたいというようなディスカッションを展開した
のです。
　
2.美術館の情報発信
美術館コンテンツ（所蔵品、展覧会、図書資料、アーカイブ　etc.,）の提供可能性:
accessibility/見える化（可視化）度: visibilityの向上
	 ≒ プレゼンスの向上
	 ≒ 組織存立の説明責任 accountability の実現策として

　では美術館のコンテンツの提供可能性、すなわち
アクセシビリティー、それから美術館のコンテンツがど
れくらい見えているのか、すなわち外からのヴィジビリ
ティー (visibility)を問うところから始めてみたいと思
います。アクセシビリティーとビジビリティーの向上を目
指す。なぜか？　それは美術館の世の中におけるプ
レゼンスの向上を目指すからであります。それは、同
時に機関存立の、いわゆるよく言われるアカウンタビリ
ティー (accountability)を保証する、ということにつな
がっているのではないでしょうか。
　ですから、今ここで討議する美術館の情報発信とい
うこの一つのシンポジウムは、美術館コンテンツのアク
セシビリティー、ビジビリティーの向上が、すなわち美術
館のプレゼンスの向上に確実につながるような、あるい
はわれわれの機関存立の説明責任を果たすような戦
略を持たなければ意味がないのではないでしょうか。

3.法人全体としての情報施策－独立行政法人国立
　美術館本部事務局情報企画室の設置

・2001年4月1日	 国立美術館の独立行政法人化
・2001-2005年度	 第1期中期計画５年
・2006年4月1日	 第2期中期計画開始　情報企画室設置
背景：
文部科学省独立行政法人評価委員会文化分科会国立美術館部会「独立行政
法人国立美術館の平成18年度に係る業務の実績に関する評価」2)

第２中期初年の法人評価：「法人全体」という視点から、全体と部分（各館）との
間での連携協力の推進と役割分担の明確化
実施策：
国立美術館5館8施設をつなぐVPNネットワークの構築
独立行政法人国立美術館のホームページの改良
1)独立行政法人国立美術館所蔵作品総合目録検索システム
　（略称「4館総合目録」）
2)展覧会年間スケジュール表ならびに現在開催中の展覧会一覧
3)法人ならびに5館トピックス一覧

　このようなことを考えながら、独立行政法人国立美
術館においては本部事務局の情報企画室というの
が設置されました。国立新美術館も含めて独立行政
法人国立美術館には5美術館があり、5館がそれぞ
れ美術館活動をしているわけですが、それぞれイン
ディペンデントに活動をするだけではなくて、全体、す
なわち法人全体としてのあるメッセージを世の中に出
していくことが必要なのではないかということが、当時
よく言われました。平成18年の時点です。そして情報
関係、情報企画室は何をするかというと、まず1つ行っ
たのは、国立美術館情報業務スタッフの明確化と
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図1　独立行政法人国立美術館所蔵作品
総合目録検索システム

図2　美術図書館横断検索ALC

VPNネットワークということを考えました。5つの美術館
（8施設）が1つのＶＰＮで包括的なネットワークを形
成する。そこにおいて、例えばテレビ会議システムを稼
働させる、あるいはグループウェアを共有するというよ
うなことを進めつつ、そしてこのような1つの共有インフ
ラの上に国立美術館のコンテンツ形成を推進し、それ
を発信していくということを狙いました。
　例えば、それはどのような点に表れるかといいます
と、各国立美術館はそれぞれにホームページを持っ
ているのですけれども、同時に法人としてのホーム
ページを持つ（http://www.artmuseums.go.jp/）。
そして5つの国立美術館のポータルサイトを目指し、こ
のホームページを見れば5つの美術館がいまそれぞ
れどのような展覧会をやっているのか、法人としてどの
ような事業を展開しているのか、あるいはこれからお
話しするような国立美術館の公開情報資源へのアク
セスをここから始められる、ポータル機能を可能ならし
めるということをまず行いました。

4.国立美術館の公開情報資源－プレゼンス向上策と
　しての外部情報提供システムとの情報〈連携〉

1) 所蔵作品情報＝独立行政法人国立美術館所蔵作品総合目録検索システム
　（略称「4館総合目録」）
　URL=http://search.artmuseums.go.jp/
　《連携対象》
　文化遺産オンライン［文化遺産DB］
　URL=http://bunka.nii.ac.jp/
2) 所蔵図書情報
　東京国立近代美術館/国立新美術館の合同運営による図書検索システム
　URL=http://libopac.momat.go.jp/
　国立西洋美術館の運営による図書検索システム
　URL=http://opac.nmwa.go.jp/
　《連携対象》
　[1]：美術図書館横断検索ALC
　URL [1]=http://alc.opac.jp
　[2]：NACSIS-CAT(目録所在情報サービス)ならびにWebcat
　URL [2]=http://webcat.nii.ac.jp
3) 展覧会情報＝国立新美術館の運営によるアートコモンズ
　URL=http://artcommons.nact.jp/

　《連携対象》
　[1]：Webcat Plus
　URL[1]= http://webcatplus.nii.ac.jp/
　[2]：「想－IMAGINE Arts」
　URL[2]：http://imagine.nii.ac.jp （予定）

　では、国立美術館の公開情報資源というのは現在
どのようなものがあるのかといいますと、大別すると3
つです。1つは作品情報(図1)。これは当然のことなの
ですけれども、それから図書情報、それから展覧会情
報。この3つがいずれもデータベースを形成し、公開の
情報資源となっている。これらの情報を的確に、ある
いは容易に、広く
提供するというこ
とが、すなわちア
クセシビリティーを
向上させる、ある
いはビジビリティー
を向上させるとい
うことにおいて、国
立美術館のプレゼ
ンスを高めていくという戦略を目指しました。
　それをどのように/どことの連携でやったかといいま
すと、作品情報の連携としては、４館総合目録、すな
わち独立行政法人国立美術館の所蔵作品のデータ
ベースと文化庁の文化遺産オンラインとの間で連携
を行う。文化遺産オンラインを見れば、国立美術館の
作品情報も見られる。すなわち、入り口、アクセスのレン
ジが2つになったということです。アクセシビリティーは
が単純に倍になったとはいえないかもしれませんけれ
ども、そのレンジは広くなる。このように文化遺産オンラ
イン、文化遺産DBというところに国立美術館のデータ
を流し込む、提供するということです。
　図書情報については、これはいろいろなことをやっ
ています。例えば東京国立近代美術館、国立新美

術館、国立西洋美術館のOPACは皆さんもお使い
かもしれませんけれども美術図書館横断検索ALC

（図2）、あるいは国立情報学研究所が展開している
NACSIS-CATと連携している。例えばALCというの
はこのような形です。

例えば近代美術館、新美術館、それから西洋美術館、
それから今日も参加されていますけれども東京国立
博物館といったような、それぞれOPACを公開してい
る美術館/博物館の図書室との間で、ALCというコ
ンソーシアムを形成することによって横断検索ができ
ているということです。ですから、近代美術館あるいは
新美術館、西洋美術館の個々のOPACは個 に々おい
て検索されるだけではなくて、これだけのレンジにおい
て検索ができるのです。
　あるいは国立情報学研究所/NIIにおいて、皆さん
も頭を悩ませている展覧会カタログの整理の方法に
ついて、筑波大学、東京芸術大学、女子美術大学な
どと一緒に協議を進めていって、展覧会カタログに関
するその書誌情報の取り方などをマニュアル化しまし
た。このコーディング・マニュアルは広く全国の大学図
書館等研究機関の図書館で活用されています。展

覧会カタログは美術館/博物館の枠をとうに越えて存
在する学術資料になっているのです。このようなことも
一種の連携というように考えられるでしょう。
　それからもう一つは展覧会情報、国立新美術館の
アートコモンズにおいても、例えばNIIのWebcat Plus
と連携をしています。これはどのような連携かといい
ますと、こちらが新美術館のアートコモンズ。アートコ
モンズにあらわれた、北欧モダンデザイン・アンド・クラ
フト展という言葉がワンクリックでWebcat Plusに引き
継がれて、そしてこの展覧会に関わる図書の情報が
Webcat Plusから検索できる、というような情報連携
を仕組んでいるということです。
　今までお話ししたのは、国立美術館が公開してい
る情報資源、この大きな3つ、作品情報、図書情報、展
覧会情報のプレゼンスを向上させるために、外部情
報提供システムとの情報連携を構想するということで
す。これは今のところすでにできあがっています。
　次のステップとしては、作品情報が他の作品情報と
連携する、あるいは図書情報が他のOPACと連携す
る、あるいは展覧会情報がWebcat Plusと連携をす
るというような、外部情報システムとの情報連携を構
想することはある程度できましたので、次なる戦略を
立てています。次の戦略というのがどのようなことかと
いいますと、より学芸業務というか、調査研究につなが
るような、学芸的な見地から展開できるような戦略は
ないものだろうか、ということをずっと考えてきました。そ
れが作品情報、図書情報、アーカイブ情報も含むので
すけれども、そして展覧会情報、そのような3つの情報
の、すなわちこれまでお話してきた国立美術館の公開
情報資源の内的連関を目指すということができないか、
ということを考えました。それをMLA＋Ｅ連携と表現し
たいと思います。



34 35国立美術館の情報発信－近年の展開と課題 国立美術館の情報発信－近年の展開と課題

図3　記念鼎談－これからのMLA連携に向けて
（2009年12月5日　於，東京国立博物館平成館講堂）

『MLA連携の現状・課題・将来』（勉誠出版, 2010）に再録

図4　〈外なる〉トライアングル outer triangle

図5　〈内なる〉トライアングル inner triangle

図6　〈内なる〉トライアングル inner triangle 岸田劉生/麗子を例に

　ＭＬＡ連携というのは最近ちょっとはやりなのですけ
れども、お聞きになった方もいらっしゃるかもしれません
が、ＭＬＡというのはミュージアム、ライブラリ、アーカイ
ブです。この3つを連携させ、加えてさらにＥを連携さ
せるという戦略を立てました。
　まずＭＬＡ連携というのはどのようなことかといいま
すと今まで別個のスキームとして存在してきたミュージ
アム、ライブラリ、アーカイブを連携させていこうという
考え方です。アート・ドキュメンテーション学会という学
会がありまして、昨年(2009)12月にその学会が20周年
を迎え、記念のフォーラムを開きました。国立MLA館
長の鼎談会を20周年の記念のフォーラムのプログラム
の1つといたしました（図3）。
　左にいらっしゃるのが国立国会図書館の長尾真館
長です。真ん中にいらっしゃるのが国立文化財機構
の理事長であり、京都国立博物館の佐々木丞平館
長です。それから、右にいらっしゃるのが国立公文書
館の高山正也館長です。３館長を招いてMLAの連
携について鼎談していただきました。
　このような連携、すなわちミュージアム、ライブラ

リ、アーカイブというそれぞれの特性を踏まえ、例えば
ミュージアムはオブジェクトを持っているところ、作品、
物を持っているところ。ライブラリは本を持っているとこ
ろ。アーカイブは手書き文書や写真など史料的なもの
(アーカイブ)を持っているところ。そのような3つの館を
つなぐトライアングルを構築する。これを館（やかた）
の「〈外なる〉トライアングル」と見立てる（図4）。

　対して、わたしたちの足元、われわれは美術館にい
るわけですから、美術館の足元を見直すとミュージア
ムという枠組みの中にも当然ミュージアムですからオ
ブジェクトがあるわけですが、そのミュージアムの中に
もライブラリがあり図書がある。ミュージアムの中にも
アーカイブ/史料的なものがある。すなわち、この一つ
の館(やかた)（M）の中にＬとＡがあり、「〈内なる〉ト
ライアングル」が存在している（図5）。

5.<外なる/内なる>MLA連携3)

　このような連携の構造は、皆さんの学芸活動のそ
の現場において常に感じられていることであるのでは
ないかと思うのです。
　例えば、東京国立近代美術館であれば重要文化
財の劉生の麗子像がある。これはモノ/objectです
ね。それからライブラリには麗子さんが書いた『父　
岸田劉生』という本がある。それからご遺族より寄贈
された麗子さんの昔の子どものときの写真がある。す
なわち、東京国立近代美術館という館の内に、すなわ
ち館の壁の中、インナーにおいて、作品というモノがあ
り、そして図書があり、アーカイブがある。このようなトラ
イアングルがあるだろう。すなわち、このようなインナー、

〈内なる〉トラインアングルがあるという考え方もまた
成り立つだろう、ということです（図6）。

6.MLA+E試論-松本竣介 《並木道》 (1943)
　をめぐって4)

M/モノ【主体: 作品:object〈Museum〉】
 松本竣介(1912-1948)
 並木道
 1943 油彩･キャンバス 33.0x41.0cm
 2回新人画会展(東京,日本楽器画廊 1943)
 1989年度 購入 O-970
L/もの【参照: 図書:book〈Library〉】
 ・朝日晃著『松本竣介』日動出版部, 1977.
 ・中野淳著「青い絵具の匂い」『美術の窓』1994.10.

　

A/もの【参照: アーカイブ:archives〈Archives〉】
 ・15-9の記号（日付?）の入ったスケッチ
 ・2回新人画会展案内葉書, 1943
 ・第12回自由美術展目録/別紙:故松本竣介遺作特別陳列[目録]
 ・伊東深水筆 松本禎子夫人宛書簡(1949.2.24)
E/こと【出来事: 展覧会:exhibition〈Event〉】
 MLAのいずれにもかかわる事象としての「こと：展覧会」
 ・2回新人画会展　東京,日本楽器画廊 1943.11.19-24
 ・第12回自由美術展　故松本竣介遺作特別陳列　
  東京都美術館, 1948.10.4-10.17

　わたしたちはこの3つをどうにかしてシステム的に
連携させることができないだろうかということを考え
てきました。そして、それにプラスＥを加えたかったの
です。Ｅというのはどのようなことかといいますと、イベ
ント/Eventです。美術館において最も重要なイベン
ト、それはエキジビジョン/exhibition ですね。ＭＬＡの
トライアングルの連携構造にＥをつなげる/架橋する。
MLA+E。M，L，Ａに第4の要素としてＥを、ＭＬＡ連
携に加える要素としてみる。展覧会というEをキーとし
て加えることによって、MLAの情報資源を一層活用
していくことを試みたいと考えました。
　MLA+Eの連携、これは実際にはどのようなことか
といいますと、一つの事例として、東京国立近代美術
館が持っている松本竣介の《並木道》という作品を
例に、ＭＬＡ＋Ｅという連携が実現すると、ある効果を
実現できるということを証明したいと思います。
　ニコライ堂がこの辺にある並木道。駿河台のところ
の道なのですが、東京国立近代美術館というミュージ
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図7　松本竣介《並木道》1943　初出展：2回新人画会展（銀座・日本楽器画廊）
図8　松本竣介《スケッチ 15-9》

図9　新人画会展案内葉書

アムにあるオブジェクト、松本竣介の《並木道》という
この作品は、1943年第２回新人画会展、銀座・日本
楽器画廊において初めて出品されました（図7）。
　この作品はもとより近代美術の作品にとって、展覧
会というイベントは非常に重要な意味を持っていること
は、皆さんよくご存知だと思います。
　例えばライブラリのブック、朝日晃さんの評伝『松
本竣介』のあるページには、《並木道》のこと、新人
画会展のこと、日本楽器画廊のことなどが書かれてい
ます。すなわち、松本竣介の《並木道》というオブジェ
クトは、ライブラリのこのブックとつながっています。当
然のことながら、展覧会ともつながっている。あるいは
竣介のスケッチブック、アーカイブ的なもの、これは明ら
かに《並木道》の下絵なのです（図8）。
　そうすると、ここですでにミュージアムのＭと、ライブ
ラリのLと、アーカイブのAと、そして展覧会というEが
つながっているだろう。新人画会展についてはこのよ
うなアーカイブ（案内葉書・図9）があります。ここに
は残念ながら《並木道》という言葉はありませんけ
れども、この展覧会に出ていたということは関係者の
証言などから分かる。

　竣介は戦後まもなく亡くなってしまうのですが、
1948年第12回の自由美術展において、松本竣介遺
作特別陳列というのが行われます。このアーカイブ的
な資料、一枚物の目録というものがあって、《並木道》
が竣介の没後の展覧会とつながっているということが
分かります。
　あるいは、突然このような日本画が出てくるのです
けれども、これは伊東深水の作品です。どうして伊東
深水がつながってくるかといいますと伊東深水は先ほ
どの1948年の没後の自由美術の展覧会を見ます。そ
して深水は、竣介の《並木道》に深く感動するので
す。そして深水は奥様、未亡人である松本禎子さんに
このような手紙を書きます。そして、是非あなたの亡く
なったご主人である竣介さんのあの《並木道》をお
譲りいただきたいという手紙を書いているのです。ここ
においても《並木道》は、伊東深水の手紙というアー
カイブ、そしてアーカイブと作品をつなげた展覧会が
このようにつながっていくわけなのです。
　ＭＬＡ、Mのモノ、Lのブック、Aのアーカイブ、そ
してＥ＝展覧会というイベント、この4つがつながってい
くことが、ある意味で近代美術の研究、あるいはその

学芸業務そのものとダイレク
トにつながる可能性がある
のではないかと考えました。
松本竣介の《並木道》が
ある。そして朝日晃さんの評
伝『松本竣介』がある。様々
な展覧会で作られた葉書や
一枚物の目録や、あるいは
伊東深水のあの手紙といっ
たアーカイブがある。そして

展覧会というイベントがある。そうすると、Ｍ，Ｌ，Ａ，Ｅとい
う個々の要素をＭＬＡ＋Ｅという構造において連携を
築いていくためには、どのようにすれば良いのだろうか
と考えたのです。

　このような連携を考えることが、どのように近代美術
の研究、あるいは近代美術に特に必要な情報システ
ムの構築にヒントを与えてくれるのかといいますと、近
現代美術というものが常に展示あるいは展覧と移動
の中で進むということは皆さんご存じだと思うのです
が、そうすると、「もの」と「こと」、すなわち特に重要
なＥvent、ExhibitionとＭＬＡとの間に連携を実現
させるということは、ＭＬＡの連携という構造に時間軸
を与えるということに他ならないのです。「こと」とい

う時間軸。ＭＬＡだけに閉じてしまうと、時間軸という
重要なキーは存在しない。それにプラスＥをすることに
よって、MLAにEを架橋することが、もしＭＬＡ＋Ｅの
連携が実現できたとするならば、時間軸を内包するこ
と、すなわち歴史を孕んだシステムへ向かうことの可
能性を持つことであるというように考えられます。
　実際のところ、最近、このような研究が非常に増え
ています。例えば筑波大学の五十殿利治先生の科研

「観者・展示・鑑賞─受容の美術史」、東大出版会
から『観衆の成立　美術展・美術雑誌・美術史』と
して本が出ています。あるいは、東京文化財研究所の
「うごくモノ─時間・空間・コンテクスト」、あるいは長田
謙一先生の「<美術>展示空間の成立・変容─画廊・
美術館・美術展」。このような研究は、わたしが竣介の

《並木道》を1つの例としてお話ししてきたＭＬＡ＋Ｅ
と非常に似た研究の視点ではないかというように思い
ますが、いかがでしょうか。
　これはどのようなことかといいますと、ある人は作品
の「生命誌」6) という言葉で表現していますが、作品
が作られたあと、どのように見られ、語られたか、受容
されてきたかを含めて、時間軸を追うことによって、そ
の作品の生命誌を編んでいく。そうすると、われわれ
はいろいろなデータベースを作っているのですが、作
品のデータベースを作る、図書のデータベースを作る、
アーカイブのデータベースを作る、あるいは展覧会の
データベースを作るといった、個々のデータベースをそ
れぞれ作りつつ、それをＭＬＡ＋Ｅの連携構造に落とし
込むことによって、作品の生命誌につながっていくの
ではないか。おそらく皆さんが学芸業務、あるいは学
芸的な研究をしている一つのポジショニングというか、
一つの立ち位置はこのようなところにあるのではない
か、とわたしは考えているのです。

7.美術館情報資源の三位一体的情報〈連携〉
　
　独立行政法人国立美術館の公開情報資源
1)M/ 所蔵作品情報＝独立行政法人国立美術館所蔵作品総合目録検索システム   
  （略称「4館総合目録」）
2)L+A/ 所蔵図書（アーカイブ）情報＝東京国立近代美術館/国立新美術館の
  合同運営による図書検索システム
3)E/ 展覧会情報＝国立新美術館の運営によるアートコモンズ

  「近現代美術が常に展示(展覧)と移動の中で進むことを考えれば、「こと」を「もの」  
  に連携させることは、情報〈連携〉に時間軸を獲得すること、すなわち歴史を孕ん
  だシステムへ向かうことの可能性を持つことであると期待できるだろう5)」
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図10　国立美術館版「想-IMAGINE」

図11　国立国会図書館デジタルアーカイブポータル（PORTA）と
国立美術館4館総合目録の連携

　そのために作品情報、アーカイブを含む図書情
報、それから展覧会情報、上記の公開情報資源の
内的連関を目指すＭＬＡ＋Ｅの連携を築くための一
つの候補として、国立情報学研究所の高野明彦先
生がリーダーシップをとって展開されている「想─
IMAGINE」という独創的なシステムを援用させてい
ただくことにしました。その美術版、特に国立美術館版
というのができたらいいのではないかということで、開
発を２年間ぐらい続けていまして、現在一応試験版で
はありますけれども、ＭＬＡ＋Ｅの連携構造が実現で
きるシステムとして国立美術館版「想─IMAGINE」

（図10）という形で動いています。
　これはどのようなものかといいますと、実際には独立
行政法人の国立美術館のトップページにこの入口が
ありますので試していただきたいのですけれども、ここ
の軸に何があるかといいますとＭ、作品情報、すなわ
ち国立美術館の所蔵作品総合目録検索システムの
軸があります。ここには東京国立近代美術館と国立
新美術館のOPACが並んでいます。そしてここには
アートコモンズ、展覧会情報のデータベースがある。こ
の3つが1つのキーワードを検索することによって、ぐ
るっと一括で検索することができます。すなわち、もの
情報＝作品情報と、図書情報と、それから展覧会情
報、すなわち作品情報、アーカイブを含む図書情報、
それから時間軸を持つ展覧会情報が連携しながら
検索できるようになっています。擬似的なものかもしれ
ませんが、一応、ＭＬＡ＋Ｅ連携の構造をベースとして

作ったのが、この国立美術館版「想─IMAGINE」
なのです。
　以上、駆け足でお話をしてきたのですけれども、作
品のデータベースを作る、あるいは図書のデータベー
スを作る、あるいはアーカイブのデータベースを作る、
あるいは展覧会のデータベースを作り、それらと外
部とが連携する。外部と連携することによって、情報
提供の可能性のレンジを広げるという戦略を走らせ
ておいて、もう一方においては、それらのＭＬＡ＋Ｅの
個々のデータベースをそれぞれ独立させつつ、想─
IMAGINEのような形で内的な連携システムを構築し
たということなのです。

　それからもう1つ、もうちょっと広い範囲で見た場合、
日本には文化資源に関わるたくさんのデータベースが
あります。それをもっと大きな網の中において、連携的
に検索ができるようなシステムを国立国会図書館が
PORTAという形で作っています（図11）。
　そこにも国立美術館の所蔵作品総合目録は参加
しています。国立美術館の所蔵作品検索システムは、

8.方法としての「想－IMAGINE Arts」から
　国立美術館版「想－IMAGINE Arts」へ

MLA+E＝	 M/所蔵作品情報: 4館総合目録
　　　　　L+A/所蔵図書（アーカイブ）情報: 公開OPAC
　　　　　E/展覧会情報: アートコモンズ

9.国立国会図書館デジタルアーカイブポータル
　（PORTA）と4館総合目録の連携

美術館において閉じるのではなく、国立国会図書館
のPORTAに参加することによって全く異なる、例えば
アジ歴/アジア歴史資料センターのデータベースであ
るとか、ほかの様 な々データベースと、PORTAという
一つのプラットホームにおいて連携しつつ検索できるよ
うになっています。これは先ほど来言っている、検索の
可能性のレンジを広げるとともに、国立美術館の所蔵
作品の情報が全く思いもよらないほかのデータベース
と情報連携して、そこにおいて新たな検索結果がだ
れかに、われわれが想像もつかなかったようなだれか
に拾われていく可能性を開くということなのです。

　ずっとお話ししてきましたけれども、何を最終的に言
うかといいますと、美術館の情報発信というのは、美
術館が持っているコンテンツの、もう一度おさらいをし
ますが、提供可能性、アクセシビリティー、それから見
える化度、可視化度、ビジビリティーを向上させる。な
ぜするか、なぜ美術館は情報発信をするか。それは、
最終的にはプレゼンスを向上させることにある。美術
館が内にこもってコンテンツを閉じていくことは、美術
館のビジビリティーを閉ざすということです。閉ざすと

いうことは、すなわちプレゼンスを失うということ。今、美
術館がプレゼンスを上げなかったら、美術館はいまデ
ス・スパイラルに入っていますから、非常に今後苦しい
ことになっていく。まずはこのラインを回避するために、
もう一度美術館の情報発信の方法を見直すべきで
はないかという一種の危機意識のようなものがありま
す。そして情報・資料研究部会においては、今日のよう
な学芸員研修会において、美術館の情報発信という
テーマを試みているのです。最終的には、やはりもっと
もっとアカウンタビリティーが求められていくというように
も感じています。
　かなり駆け足でお話ししましたけれども、ご清聴を
感謝いたします。そして、のちにパネルがありますので、
パネルにおいて質疑応答を含め、議論が一層進めば
良いなと思っています。どうもありがとうございました。

註
1)本発表は次の文献を再論しつつ、MLA+Eの意義を提案するものである。水谷ほ

か「独立行政法人国立美術館における情報〈連携〉の試み－美術館情報資
源の利活用試案ならびに他関連機構との連携について」『東京国立近代美術
館研究紀要』12,2008.3, p.5-26,93.http://www.momat.go.jp/research/
kiyo/12/pp.5-26,93.pdf　より全文の入手可。

　また、下記特集（東京国立近代美術館ニュース誌『現代の眼』576号, 2009
年6-7月）も深く関係する。

　特集1: <連携>する美術情報
　<連携>する美術館図書室(アートライブラリ) : 『展覧会カタログ総覧』から見る

アートライブラリの展開と課題/水谷長志, p.2-3.
　国立美術館版「想—IMAGINE」の開発/丸川雄三, p.4-5.
　国立美術館所蔵作品総合目録検索システムと国立国会図書館デジタルアーカイ

ブポータル(PORTA)との連携/柴田昌樹, p.5.
　MLA連携に向けた国立国会図書館の取組み/佐藤毅彦, p.6.
2)http://www.mext.go.jp/a_menu/hyouka/d_kekka/07101219/002/025.pdf
3)「アート・アーカイヴ再考－〈外なる / 内なる〉二つのトライアングルをめぐって」

科研費『戦後の日本における芸術とテクノロジー」報告書』, 2007.3, p.88-
93.;「美術資料における<外なる/内なる>ネットワークを考える」『現代の図書館』
vol. 34, no. 3, 1996.9, p.151-154.

4)田中淳「研究ノート 松本竣介〈並木道〉をめぐって」『現代の眼』437, 
1991.4, p.6-7.に基づく。

5)前掲1)p.24.
6)例えば、田中淳「4. 作品の「生命誌」から見た黒田作品」『画家がいる「場所」 

: 近代日本美術の基層から』ブリュッケ, 2005, p.73-77.
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川口雅子（司会）　財団法人 渋沢栄一記念財団 
実業史研究情報センターの茂原さんからご発表いた
だきたいと思います。
　休憩時間中に「茂原さんのところは、ミュージアム、
ライブラリー、アーカイブのいずれといったらよろしいで
しょうか」とお尋ねしたところ「全部です」とお答え
になられました。全国美術館会議の会員館ではありま
せんが、MLA全般にわたる総合的な活動をしてい
らっしゃる機関としてお呼びしています。
　先程、水谷さんの発表の中で「プレゼンスの向上」
というキーワードが出てきましたけれども、そのプレゼン
スの向上という点で、茂原さんはマンパワーを注いで
顕著な活動をしていらっしゃいます。それでは「『情
報の扉』のこちら側　実業史研究情報センターのブ
ログを使った情報提供サービスについて」ということ
でご発表お願いいたします。

茂原 暢　皆様こんにちは。渋沢栄一記念財団実業
史研究情報センター（以下「センター」）の茂原と
申します。本日は「『情報の扉』のこちら側」というタ
イトルでお話をさせていただきます。「情報の扉」と
いうのはセンターで開設しているブログの名前ですが、
その「こちら側」ということで、ブログの内容だけで
はなく、開設や運営についてご紹介することで皆様の
ご参考になれば、と思っております。

１．実業史研究情報センターについて
１－１．概要

　渋沢栄一は1840年（天保11年）に生まれ、1931
年（昭和6年）に91歳で亡くなりました。彼はこの長
い生涯の中で500の企業、600の社会・公共事業の
設立や運営に関わったと言われており、近代日本資
本主義の父と呼ばれることもある人物です。
　渋沢栄一記念財団は、東京深川渋沢邸の書生部
屋に寄寓していた青年たちが勉学の成果を発表す
るため1886年（明治19年）に結成した「竜門社」
を引き継いでおり、渋沢栄一や実業史に関する資料
を5万点ほど所蔵しています。これらのうちの大半が、

『渋沢栄一伝記資料』という全68巻、約4万ページ
にわたる資料集を作成した際の基礎資料になったも
のです。この『伝記資料』には、渋沢栄一の書簡・日
記や関連会社の資料、書籍・雑誌・新聞などに掲載さ
れた情報、そして写真などが掲載されており、渋沢栄
一や彼が生きた時代の様 な々記録がここに集約され
ています。
　渋沢栄一記念財団には3つの事業部があり、セン
ターは2003年の11月に設立された、その中で最も若
い部署です。センター長を含む常勤4名と業務委託1
名が主なスタッフで、そのほとんどが図書館司書の資
格を持っています。「実業史」というのは耳慣れない
言葉ですが、経済史、産業史だけではなく、社会・公
共事業や、人々の生活までを含めた歴史のことを、私
たちはそのように呼んでいます。
　センターは専門図書館協議会に加盟しています
が、図書館あるいは図書室というような閲覧のための

茂原 暢（財団法人 渋沢栄一記念財団 実業史研究情報センター） 施設を運営しているわけではありません。その代わり
に、渋沢栄一や実業史に関するレファレンス・ツールの
制作に特化した「バーチャル・ライブラリー」としての
活動を、ウェブを通じて行っています。母体である財
団法人渋沢栄一記念財団 [現・公益財団法人渋沢
栄一記念財団] は、渋沢栄一が実践していた「道徳
経済合一主義」に基づき、経済道義を高揚すること
を目的とした財団法人です。センターのほかには、登
録博物館である渋沢史料館、渋沢研究の支援などを
行っている研究部があり、これら3つの事業部が独自
の活動を行いつつ、必要に応じて互いに連携しなが
ら多角的な活動を展開しています。

１－２．センターの事業

　このような環境下で、センターでは渋沢栄一や実業
史に関するナレッジマネージメント（知識管理）を行
う目的で、現在3つのプロジェクトを中心に事業を進め
ています。
　まず最初に、「『渋沢栄一伝記資料』デジタル化プ
ロジェクト」です。これは全68巻、約4万ページにおよ
ぶ資料集をデジタル化・テキスト化することで、書籍の
中の情報をくまなく検索できるようにしようとするもので
す。現在テキスト化がほぼ完了しており、目次の詳細
情報をウェブサイトに掲載しているほか、本文の閲覧
システムを開発しているという段階です。
　次の「社史プロジェクト」では、2つの事業が中
心となっています。社史というものは日本の産業史、経
済史、世界史等に関する莫大な量の情報が掲載され
ているにもかかわらず、必ずしも活用されているとは
言いがたい資料です。その意味では展覧会カタログ

に似ているところがあるかもしれません。センターでは
その社史の中から効率よく情報を見つけ出せるよう
な「社史索引データベース」の制作を進めています

（http://www.shibusawa.or.jp/center/shashi/）。
これは、社史をタイトルや発行者だけではなく、目次や
索引などからも検索できるようにするもので、現在まで
に133万件ほどのデータが蓄積されていますが、こち
らも公開用データベースを構築している段階です。
　もうひとつの事業は「企業史料ディレクトリ」という
ものです（http://www.shibusawa.or.jp/center/
dir/）。これはビジネス・アーカイブズの振興と支援を目
的として、社史作成の基ともなっている企業史料の所
在情報を集約し、一覧化するものです。こちらはセン
ターのウェブサイトで公開していますので、ぜひ一度
ご覧いただければと思います。
　3つ目のプロジェクトは「実業史錦絵プロジェクト」
です。これは渋沢栄一の生きた時代を視覚的に伝え
る資料として「錦絵」に注目し、実業史を題材とした
錦絵（実業史錦絵）の収集とその資源化を目指す
ものです。資源化にあたっては、渋沢栄一の嫡孫であ
る渋沢敬三の「絵引（えびき）」という手法に基づ
き、国立情報学研究所と共同で「実業史錦絵絵引」
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の開発を行いました（http://ebiki.jp/）。
　「実業史錦絵絵引」は、実業史錦絵の中から、そ
こに描かれている道具や人物などの情報を、直感的
に引き出すことができるようにしたサービスで、「絵引
ギャラリー」と「絵引データベース」のふたつのイン
ターフェイスから実業史情報にアクセスすることができ
るものです。システムとしては「文化遺産オンライン」
や国立美術館の「遊歩館」に連なるものとお考えい
ただければよろしいかと思います。
　以上のほかに、センターでは財団のウェブサイトで、
渋沢栄一が関わった会社が現在にどのようにつな
がっているのかを、会社名をキーして分かりやすく表
現した「渋沢栄一関連会社社名変遷図」（http://
www.shibusawa.or.jp/eiichi/companyname/）や、
渋沢栄一について書かれた書籍や論文、雑誌記事
などを検索できる「渋沢書誌データベース」（http://
www.shibusawa.or.jp/cgi-bin/shoshi.cgi） の 作
成・公開を行っています。

２．ブログを使った情報提供サービスについて
２－１．ブログ開設の目的

　現在センターでは、ウェブサイトでの情報発信事業
の他に、ブログを使った情報提供サービスを行ってい
ます（http://d.hatena.ne.jp/tobira/）。ブログを開
設した第一の目的は「揮発性の高いウェブ上の渋沢
情報を記録するため」です。ウェブ上の情報やコンテ
ンツというものは、書籍のように固定化されたものでは
なく、いつ消滅してもおかしくありません。特にニュース
サイトの記事は、一定期間を過ぎると削除されやすい
情報、言い換えると、揮発性の高い、すぐ消えてしまう
情報であることが多いように思われます。そのようなサ
イトに掲載された渋沢情報を、見つけたらすぐ記録し
ておくための媒体としてブログを利用しています。
　もう一つの目的は、プロジェクトで作成、収集した情
報を、鮮度を保ちながら広く発信するためです。セン
ターにはいろいろな種類のデータが蓄積されつつあり
ますが、ウェブサイトでの公開に至っていないものがあ
ります。その数が増えるにつれて、何らかの形でこれ
らのデータを早く公開したいという機運が高まっており
ました。そこでブログを使って情報を発信しようというこ
とになりました。
　では、なぜ「ブログ」なのでしょうか？
　ブログシステムが持っている特長を3つ挙げるとする
と、まず「即時性」というものが挙げられるかと思い
ます。渋沢財団の場合ウェブサイトの作成を外注して
いるので、サイトに記事を掲載する場合には、原稿を
作成し業者に発注するなど、いくつかの段階を経なけ
ればなりません。もしそのような手段によって揮発性の
高い渋沢情報のリンク集を作るとしたら、ウェブサイト
で公開された時点で、すでにリンク先の情報が消滅し

ているかもしれません。しかし、ブログであれば、見つ
けたその場で投稿フォームに記事としてまとめ、ワンク
リックで私たち自身がエントリーを公開することができ
ます。
　次に、「RSSによるプッシュ型の情報発信」を挙げ
ることができます。先ほどRSSについて非常に詳しい
ご説明がありましたが、ブログに付随しているRSSを
利用することにより、情報の鮮度を高く保ったまま、そ
の情報を必要な人に届けることが可能になります。リン
ク切れを起こす前に揮発性の高い情報を伝える、とい
う目的のためには重要な機能です。
　3番目の特長は、ブログは発信すると同時に蓄積
し、必要に応じて検索をすることが可能である、という
点です。ブログ自体にも検索機能がついていますが、
Googleなどの検索エンジンからも検索することができ
るので、フルテキスト・データベースとして使うことができ
ます。プロジェクトで作成した膨大なデータを、できたと
ころから少しずつ、例えばひとつの出来事についてひ
とつのエントリーを作成し蓄積していくことでちょっとし
たデータベースに発展していくはずですし、個々のプ
ロジェクトにおいて本格的なデータベースを公開する
までのつなぎ、あるいはそれ以上のものになるかもしれ
ません。
　センターがブログによる情報提供サービスを始めた
目的は以上ですが、次にセンターがブログを開設する
までの経緯を、少し詳しくご紹介させていただきます。

２－２．開設までの経緯

　ブログ開設のための準備は2007年に始められ
ました。この時点では、センターはもちろん、財団内
でブログを開設した実績がなかったので、まずブロ

グの設置者であるセンターの職員がブログというも
のを理解しなければなりませんでした。そこで、2007
年6月に「センターブログ・アルファ版」を設置、エント
リー作成のスキルアップを図りました。アルファ版への
アクセスはセンターの職員に限り、蓄積されているリ
ソースの中から何を選ぶのか、どのようなエントリーを
書いたらよいのかについての試行錯誤が始まりました。
　掲載内容の大枠が固まるまでに3ヶ月ほどの時間
が必要でしたが、2007年9月、おおよその目処がつい
たところで企画書を作成し、一般公開に関する決裁
書を提出しました。企画書には、ブログを使った情報
提供サービスの概要として「ウェブ上の渋沢情報な
どを、即時性を生かして発信すると同時に蓄積し、必
要に応じて検索できるようにする」と書き、事業開始
の理由は「センターは情報の資源化および提供を事
業の中核としているが、揮発性の高いネット上の情報
を提供・蓄積する手段を持っていない。ブログには『即
時性』や『Webに掲載する際の簡便さ』という特
徴があり、前記のような情報を提供する手段としては
最適であると考えられる」としました。
　期待される効果としては、ウェブ2.0的な特徴を持つ
情報提供サービスの利点に触れつつ、情報を蓄積し



44 45「情報の扉」のこちら側　実業史研究情報センターのブログを使った情報提供サービスについて 「情報の扉」のこちら側　実業史研究情報センターのブログを使った情報提供サービスについて

て検索することができるので「ウェブ・データベースと
して利用できること」、ページ作成を業者に発注する
必要がないので「費用対効果が優れていること」、な
どを強調しました。さらに、セキュリティー対策や記事
内容のガイドラインなども提示し、決裁権者がブログ
公開に対して持っている漠然とした不安感を解消で
きるよう配慮しました。
　次に、どのサービスを利用してブログを開設するか
ですが、以下の4つのポイントをクリアするところを選び
ました。

1） 投稿した記事・画像の著作権をユーザーが所
有する

2） 無料プランで広告が出現しない
3） データのインポートとエクスポートが複数の形式

で可能
4） 公共団体、学術サイトの利用実績があり、連携を

とることが可能である
　著作権に関して、利用規約の中に「サービスを提
供している側が、その内容を無償かつ自由に利用で
きる」と定めているところもありました。センターがアル
ファ版を設置していたところは、「投稿した記事・画像
の著作権はユーザーが所有する」という明確な記載
がありました。「データのインポート、エクスポートが可
能」というのは、バックアップが取れるということだけで
はなく、もし利用しているサービスがなくなった場合、他
のサービスに移せるかどうかということに関わる重要
なポイントです。
　以上のような企画書と決裁書が決裁権者全員に
回覧されたころを見計らい、2007年10月、決裁権者
に向けてアルファ版を公開し、ブログの内容を確認で
きるようにしました。そしてブログを更新するごとに、公
開対象者全員に対し「今日のブログ」というメール

を送り、エントリーの内容を知らせるようにしました。決
裁が下りたのは、書類提出から2ヶ月経った11月のこ
とでした。
　決裁が下りてから、まず「ごあいさつ」「カテゴリー
の紹介」、そして「免責事項」を作成し、ベータ版と
しての体裁を整えました。そして、翌12月に財団の全
職員に向けて「センターブログ・ベータ版」の内部公
開を行い、財団内での周知を図りました。
　一般公開を開始したのは2008年2月13日です。この
日は渋沢栄一の誕生日に当たるので、栄一誕生に関
するテーマでエントリーを作成し、ブログのトップに掲載
しました。

２－３．実業史研究情報センター・ブログ「情報の扉の、
そのまた向こう」

　現在センター・ブログには、1）渋沢関連情報、
2）財団・センター関連情報、3）社史プロジェクト関
連情報、4）アーカイブズ・図書館関連情報、を掲載
しています。この中から代表的なカテゴリーを2つほど
ご紹介したいと思います。

　まずは「今日の栄一」ですが、これは『渋沢栄一
伝記資料』をデジタル化してできたテキストを基に作

成しているエントリーです。掲載する日と同じ日の出来
事を選び、『伝記資料』の目次に掲載されている出
来事のサマリーを中心に本文テキストも掲載し、プロ
ジェクト担当者が作成した解説も添えます。また、ウェ
ブ上に参考になるような情報があれば、その一覧表も
掲載するので、情報を発信すると同時に、渋沢栄一
データベースと関連リンク集の2つが同時に作られて
いるということになります。このように渋沢栄一に関す
る情報をブログに掲載し続けることで、渋沢栄一とい
う存在をネットの中に広めることができただけではなく、
データベース作成前のリソースを活用することが可能
となり、渋沢栄一に関する新しいレファレンス・ツールを
作成することにも繋がりました。

　次に「社史紹介（速報版）」です。センターでは
社史プロジェクトの一環として、ブログではなくて本サ
イトで「社史紹介」というコンテンツを公開しています

（http://www.shibusawa.or.jp/center/shashi/
shashi01.html）。これは、社史の内容をコンパクトで
読みやすい形にまとめ、会社ごとに一覧できるようにし
たものですが、いくつもの紹介文を書き溜めサイト作成
を外注していると、公開されるまでに何ヶ月も経過して
しまうこともあります。原稿を書いてから、人の目に触れ

るまでに数ヶ月のタイムラグができるので、情報の鮮度
も落ちてしまいます。「社史紹介（速報版）」はそ
れを解消するためのブログ・カテゴリーで、社史紹介
の原稿はもちろんのこと、社史の書誌データ、ウェブ上
の関連リソース、そしてセンターは社史公開のための
施設を持っておりませんので、外部機関の所蔵データ
をまとめて掲載し、来るべき「社史索引データベース」
のプロトタイプとしても機能するよう、試行錯誤を重ね
ながら情報の集約を図っています。

２－４．ブログの効果と課題

　ブログを開設したことで、財団内にセンターの事業
内容や事業の目的が明確に伝わるようになりました。
最初に、センターは「渋沢栄一や実業史に関するナ
レッジマネージメントを行う目的で3つのプロジェクトを
中心に事業を進めている」と申しましたが、データベー
スの作成や、そのための資料整理の意義というのは、
作業途中と云うこともあり、伝わりにくい部分があるよう
に感じていました。ところが、センターが作成したリソー
スをブログに掲載することにより作業内容が明確にな
り、「今どのような事業を進めているのか」ということ
が財団内に浸透するようになりました。
　また、決裁書を提出した際に始めた「今日のブログ」
という更新告知メールをその後も続けることにより、組
織内にセンターの「今」を発信するメディアを得るこ
ともできました。この研修会についても、打合せの段階
から「今日のブログ」を使って財団内に報告をして
います。
　一方、ブログのエントリー作成と公開にかかる負担
というのは、解決すべき永遠の課題と言えるかもしれ
ません。現在、掲載原稿は私を含め3人で作成してい
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することができる、と言えるのかもしれません。ブログと
いうのは非常に利用しやすいツールです。無料で開
設することも可能ですし、情報の伝達速度も速い。た
だブログは日記ですから継続することが求められます
し、エントリーの作成にはそれなりの労力がかかりま
す。しかし、皆様お一人お一人の身の丈にあった内容
を見極めて、継続可能な運用プランを立てることがで
きるのであれば、ブログというのは情報発信ツール以
上の役割を果たす強力なメディアであり、さらにプラッ
トホームとして機能することは間違いのないところだと
私たちは確信しています。
　実業史研究情報センターの実践例を参考にして、
ぜひ皆さんも奮い立って、ひとつで結構です、何かひ
とつウェブに対して自分の持っているものを提供し、
ネットの環境を改善していただければ、と願わずには
いられません。

　ご清聴ありがとうございました。

ます。ブログの更新日は原則として月曜日から金曜日
までの平日で、それぞれのプロジェクト担当者が原稿
を作成し、週1回の頻度で編集会議を行います。その
結果を踏まえて、私が毎朝その日の掲載原稿を整え、
センター長の最終チェックを経てエントリーが公開され
ます。
　この業務量をどのように考えるのかということです
が、幸いなことに、センター長からは「原稿作成のた
めの調査やデータというのは業務にとってプラスにな
る」という見解が出ています。しかし、今後も長くブロ
グを続けていくためには、ブログの意義をよく理解して
共通認識とし、職員のモチベーションをいかに高く持
ち続けていくかが課題なのだろうと考えているところ
です。

３．終わりに

　日常生活において「ググる」という言葉を普通に
使うようになり、「検索エンジンで探すのが当たり前」

「検索してヒットしないというのは、この世に存在しな
いことと同義」となってしまいました。Googleなどの
検索エンジンが話題を振りまくようになったごく初期の
ころ、インターネットがライブラリアンにとっての脅威であ
るかのように言われていました。しかし、ブログによる情
報提供サービスを始めてみて、私たちは、ウェブの中に

「正確な情報」や「確実な情報」を蓄積すること
ができる。言い換えると、ネットの資産を作ることができ
るのだということに気がつきました。
　「ネットにあふれる情報は玉石混合である」とい
う話もよく耳にするところですが、ライブラリアンやキュ
レーターは、情報を発信することでネットの環境を浄化

東京都現代美術館の情報発信

川口雅子（司会）　東京都現代美術館の野口さん
から、「東京都現代美術館の情報発信」ということで
ご発表いただきます。野口さんは、今、広報の立場で
ホームページそのほかの様々な新しい、先ほど室屋
さんからもご紹介のあったような技術を使った、ツール
を使った情報発信に取り組んでいらっしゃいますので、
それについてご発表いただきたいと思います。

野口玲子　皆様、こんにちは。東京都現代美術館の
広報の野口と申します。本日は私どもの美術館の情
報発信を、いくつかツールなどを使って行っております
ので、具体的な方法、あるいは私たちの事例をお話し
して、何か皆さんのご参考になればと思い、参りまし
た。私自身がそれほど詳しい知識を持ち合わせてい
るものではないので、稚拙な表現などもあるかもしれま
せんけれども、かえって分かりやすくなればと思います。
それでは、このあとは座ってお話をさせていただきま
す。
　「東京都現代美術館の情報発信」ということでお
話をさせていただきます。まず、東京都現代美術館に
おける美術館ウェブサイトの位置づけということから
お話をしたいと思うのですが、そもそも東京都現代美
術館とはということでまずお話をしますと、新聞社やテ
レビ局などと共催で行う展覧会というのは、ほとんど年
に１度だけです。ご存じの方が多いかもしれませんが、
夏に日本テレビとアニメーション関連の展覧会をやっ
ています。１年の中で一番規模の大きなものですが、
スタジオジブリのものや、ディズニー関連のコンテンツ
を扱うようなものを行っています。ただそれ以外、年間

で企画展は同時開催などをして約10の企画展を行っ
ているのですけれども、夏のもの以外は自主企画、自
主運営の展覧会となります。また来館者の特徴です
が、10代から30代が約半数以上を占めるといった館
の特徴もございます。
　また私どもの東京都現代美術館、名称は単純明快
で、東京都の現代美術を扱う館ということなのですが、
そうはいっても印象として近くて遠い美術館というよう
な印象をお持ちの方も多いようです。近くて遠いという
のは、地理的にも江東区にあるのですけれども、木場
にあるというような印象があるので、実際には便利な
のですけれども心理的には不便ということもあります。
あまり普段行かないエリアにあるということもあります
し、あるいは現代美術自体がよく分からないという方も
いらっしゃると思います。これは現代美術系の展覧会
をやっていらっしゃる方、やっている館や、あるいは現
代美術の美術館の方も同じような思いを持っていらっ
しゃると思います。
　そのような私どもの美術館にとって、美術館のホー
ムページというのは最大の広報ツールでありますし、
依存度は大変高いです。先ほど自主企画の展覧会
が多いと申しましたが、それに伴って、大掛かりな広報
活動、広告展開というのはほとんどできていません。ど
この駅でもポスターを見るようなことや、あるいはテレビ
で特番があったり、あるいは新聞に大きく一面で載る
というようなことはほとんどありませんので、美術館の
ホームページというのは、広報ツールとして最大なもの
といってもいいと思います。その中で展示はどのような
ものをやっているのか、あるいはどのような場所なのか

野口 玲子（東京都現代美術館）
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ということも伝えていっていますし、あるいはコレクショ
ンを4,000点以上持っている美術館ですので、どのよ
うな作品を持っているのかということも見せて、来館へ
の動機付けをしたいというのもあります。
　また、対外的な広報のみならず、対内広報のツー
ルとしても大きな役割を占めています。と申しますのも、
ちょっと参考までに当館の組織図をのせました。ちょっ
と小さくて見づらいかもしれませんが、大きく課は二つ
に分かれておりまして、学芸系の課、事業企画課とい
うところになります。あとは総務的なもの、経理的なもの
をやる管理課というところがありますが、このようにいく
つか係、あるいは班が分かれておりまして、美術館の
スタッフは約40人です。そのほかにも美術館の業務に
かかわる方がいろいろいらっしゃいまして、監視や警
備のスタッフ、受付や、あるいはショップやレストランな
ど付帯施設のスタッフも含めますと、かなりの大所帯と
いえると思います。そうした中で、おそらく100人ぐらい
にはなると思うのですけれども、情報共有というのが
なかなか容易ではない。昔のだれかのメールを繰って
いったり、あるいは担当者に聞くといったこともなかな
かうまくいかないので、そうしたときに自分たちのホー
ムページを見るのが一番早く知る方法ということにも
なっています。

　そのような中で、私どもがウェブサイトを中心にどの
ような情報発信をしているのかというのをまとめてみま
した。もちろん中心にあるのが東京都現代美術館の
公式のウェブサイトというのがありますが、それ以外に
も、図ですと右側、展覧会のスペシャルサイトというも
のを作ったり、携帯サイトというものも作っています。あ
るいはブログやメールニュースということもやっていま
す。また、外部のサービスを使った、YouTubeやその
ような、あと、後ほどお話ししますが、「ITSUMO+」と
いう、よその会社が運営しているサービスを利用する
形で音声データを配信するようなサービスも行っており
ます。
　ではまずホームページについてお話をしたいので
すけれども、現代美術館のトップページはこのような感
じになっています。ご自宅や館などにお戻りになってか
らゆっくりご覧いただきたいと思いますが、まずはウェ
ブサイトについてお話をしたいと思います。
　この運営ですけれども、簡略にお話ししするとこのよ
うな感じで、美術館、その中でも私ども広報班というと
ころが管理やディレクションを行っています。そこから
制作会社にページのデザインや制作、更新作業という
ものをお願いしています。画面の第2のweb会社とあ
るのは、サーバー管理などをしているところなのです
が、これについては後ほどまた改めてお話をしたいと
思います。なお、先ほどの鴨木さんからの発表でもあり
ましたが、私どももホームページ、主には私が管理をし
ておりまして、補助的に広報のスタッフがあと２名いる
のですけれども、補助的につくというような形で、基本
的には１人ということでやっています。
　このホームページなのですが、ちょっとご参考にな
ればと思って、昨年2009年の４月にリニューアルしたと
きの事例を少しお話ししたいと思います。皆さん、どの

ようなホームページにするかというのは日々心を砕い
ていらっしゃると思うのですが、私どものリニューアル
前のホームページ、わたしの調べではたしか美術館
のホームページとしては２代目のものだったと思うので
すが、以前の、この前のホームページを見ますと、イン
ターネットの環境の変化に即していない、少し遅れた
感じになってしまったということがあったり、あるいは載
せたい情報がいろいろ増えてきたので、複雑で分かり
にくい構成になってしまったということもあります。ある
いは見た感じも情報が増えるに従って、イメージの統
一が図れていない、ごちゃごちゃしたデザインになって
しまった。あるいは日英とは対応しておりましたが、日英
以外の外国語に対して未対応だったということがあり
ます。そのような不具合が、2008年ごろから気になり
だしました。これは館内、館外いろいろな方からウェブ
サイトへの指摘があって、ちょっとまずいということにな
りまして、2008年秋ごろ、ウェブサイトのリニューアル
の実施というのが決定いたしました。
　ちなみに以前のサイト、後ろの方はご覧になりにくい
と思うのですが、左側のところ、黒い太い帯の上下に
ナビゲーションのボタンが分かれています。またその下、
What’s newということで新着情報を載せる部分があ
るのですけれども、ちょっとばらばらした印象になってし
まいます。ちょっとやぼったいと思う方もいらっしゃると
思います。
　こうしたホームページをよくしよう、使いやすくしようと
いうことで、リニューアルをしていったわけですけれど
も、それについての準備ということでここに挙げていま
す。先ほど申しましたが、館内のスタッフ、あるいは外
の方に対しても、それまでのサイトについて不具合は
どのようなところか、あるいは新しくするにはどのような
ところを変えたらいいのかというのをヒアリングしました。

それから、もちろん予算の決定もいたしましたし、では
新しくどのような制作会社に頼めばいいのかということ
で、業者のリサーチも行っています。いろいろなウェブ
サイトがある中で、何を参考にするのかというのは迷い
ましたけれども、まずはほかの美術館や博物館といっ
た施設、それから大学などの教育機関のサイトの運
営会社などもちょっと調べました。その上で企画コンテ
ストを開催することになりまして、私どもでは５社に打診
をしています。
　それでリニューアルに当たって、どのようなことを基
本コンセプトにするかということでわたしたちが設けた
のがこれらになります。ちょっと字が小さいかもしれませ
んので読みあげますと、まず分かりやすいカテゴリー
の分類、あるいはメニューやレイアウトということがあり
ます。また全体的に統一感があって、かつ年代や性
別を問わずに広く受け入れられるデザインにしようとい
うことも気をつけました。あるいは、使いやすさの向上。
これは知りたい情報にすぐアクセスできるといったこと
も含みます。
　それから弱視の方や、そのような方が見やすいよう
にするにはどのようにしようかといったこともこの中に
含んでいます。それから、先ほど申し上げた日英のみ
だったページを多言語化しようということもありました
し、元々サイトの構成はすっきりさせるにしても、載せる
情報の量というのはそれほど変わりませんので、サイト
内検索の機能というものを付けることにしました。また、
日々 いろいろな情報を載せたくなりますし、また終了す
るものもございます。同時に二つ三つの展覧会をやる
こともありますので、美術館のスタッフ自身も更新、ある
いは削除が簡単にできるシステムを一部導入しようと
いうことで、ＣＭＳというものも入れています。それから
携帯サイトもせっかくなので作ろうということで、これも
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コンセプトの中に入れました。
　その企画コンテストなのですが、スケジュールはこの
ようにしました。かなり急なスケジュールでしたので、皆
さんがもしリニューアルされる際はもっと余裕があった
ほうがいいと思うので、悪い事例ということでご紹介し
ます。秋ごろに先ほどリニューアルをしようと決まったと
申しましたが、2008年11月ごろ、５社に向かってコンテ
ストをやりますのでどうですか、参加しませんかという
ことでお知らせをして意思確認をしています。それで
やりますとおっしゃってくださったところ、実際１社辞退
をしましたので、４社に向かって仕様書の送付や、実
際に面談して個別の説明をしました。そして年が明け
て2009年の１月半ば、調べたら１月16日とあったので
すが、実際にコンテストを実施しています。これは４社
が一堂に集まってではなく、時差をつけてそれぞれ会
わないようにして、プレゼンテーションをしてもらうという
ような形でやっています。このコンテストですけれども、
館の中から委員を選んで、終わったあとその場で採点
をして、その場で業者が決まっています。副館長や学
芸の課長、各係から代表を１名ずつ出して、たしか10
名ぐらい集まって、委員で決めました。そこに決まった
業者に対して改めて契約をして、どのようなサイトの更
新にするかということを決めていったり、あるいは新しく
何か載せる情報があるか、修正するものがあるのか、
新しいサイトに対して必要な素材を集めるといったこと
をしています。そして３月ぐらいからやっと構成作業が
始まっていって、新年度ということで４月１日に新しいサ
イトがオープンしています。かなりきついスケジュールで
した。
　それでコンテストの内容なのですけれども、４社に
は提出をする書類、あるいはプレゼンの内容というこ
とで、この５点を示しています。それまでのホームペー

ジ、そのときはその時点でのホームページに対しての
問題点と改善提案を箇条書きに出せとか、では、どの
ようなページにしたいという提案なのかを、実際にデザ
イン案ということで挙げてもらっています。同じように携
帯サイトについてもどのようなデザインになるのか、どの
ような構成になるのかということを、デザインと一緒に
企画で見せてもらいました。プラス、わたしたちも素人
なので、それ以外このようなことをやったらいいという
独自提案も出すようにということも盛り込んでいます。そ
うして見積書を出してもらうということですが、この見
積書というのも実際これだけのお金の中でリニューア
ルをやってくださいというようなことで投げていますの
で、業者によって値段が違うということではなく、最初
にこちらから予算を提示して行っています。そして業
者の決定方法については、先ほども申しましたけれど
も、館内の各部署の代表者からなる委員で採点をつ
けていって、その合計点で決めるということをしました。
その採点のポイントとしては、わたしたちのホームペー
ジに対する調査、あるいは新しいものに対する企画力
ということを見たり、見易さ、分かりやすさをポイントにし
ています。あるいはデザインやサイト構成の将来性と
いったこともポイントにしました。
　先ほども同じような絵をお見せしましたけれども、実
際決まった会社というのがデザインや制作はしますが、
サーバーをどのようにしようという問題に行き当たりまし
た。そのときに偶然といえば偶然なのですけれども、そ
れまでやっていたホームページの制作会社が美術館
用のサーバーを持っていた。わざわざ作っていたとい
うこともありまして、データの移行がないということもあ
り、結局その会社にサーバーを置いたままにしていま
す。もちろん美術館と直接契約ではなくて、決まった
制作会社の判断でそのようになっています。結果的に

データを動かしたり、大きな作業が伴わなかったので、
そこはよかったと思っています。これは意図したものと
は違い、特にこれをねらったわけではありません。
　それで、新しくできたホームページがこのようなもの。
先ほどお見せしましたが、だんだんまたごちゃごちゃし
だしたのですけれども、ちょっと印象が変わっています。
右上に小さく国旗のマークが見えると思うのですが、
日本語、英語のほかに、中国語、これは簡体字です。
それから韓国語ということでページを作っています。
　新しいサイト構成なのですけれども、なるべく大きな
項目としては絞りました。それで美術館の概要、この中
には沿革や館長のあいさつなどがあります。それから
私どもは企画展示と、あとコレクションを紹介する常設
展示と二つ行っておりますので、企画展、常設展という
ことで、展覧会も２種類に分けました。この企画展の中
ですが、今やっている展覧会はどのようなものなのか
というもののほかに、今までやった展覧会はどのような
ものなのかということで、アーカイブもしていますし、年
間の予定ということも載せています。また、常設展示に
ついても、そのときそのときでいろいろなテーマを設け
た展示をしていますので、今やっている常設展示の
紹介、あるいは収蔵作品のリストを載せています。
　そのほかにも教育普及プログラムについて私どもこ
れにも力を入れていますので、どのようなプログラムが
あるのか、大人向けのもの、子供向けのもの、親子のも
のというような形で、いくつか分けて紹介をしています。
また、美術図書室や館内の施設、ショップやレストラン
についての情報。あるいは美術館のファンクラブ、サ
ポーターということで個人の友の会と企業サポーター
に関するページというものを作ったほか、交通案内の
ページというものも作りました。先ほど近くて遠い美術
館と申しましたけれども、交通案内のページは結構重

要でして、駅から離れているので、バスから来るにはど
うするかというのを、都バスの運行表、スケジュールに
リンクさせて載せてみたり、あるいは、わたしどもも駅か
らのルート図をデジカメを持って撮影した写真と一緒
にマップを作りましたが、それも載せて、このお花屋さ
んの角で曲がるようなルート図というのも載せるように
しました。
　何度もトップページをお見せしていますけれども、美
術館のホームページは大きく二つに分かれておりまし
て、制作会社に委託をして作る部分と、自分たちで更
新作業をする部分というのがあります。なるべくビジュ
アルをきれいに見せたいというのがありますので、フ
ラッシュの画面等はもちろん制作会社にお願いをして
いますが、この図ですと、赤い点線で囲った下のほう、
例えばレストランは休業しますといったお知らせなど、
一時的なものや、いついつにこうこうこのようなイベント
がありますということもあります。以前ここはひとまとまり
だったのですけれども、赤い点線の中、左が展覧会に
関連する最新情報ということで載せています。右がお
知らせということでその他の情報、とても小さなトピック
スについては右側に寄せるので、お知らせと書いてあ
る右の部分の動きが大きくなるようになります。
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　あと、細かいのですけれども、企画展のページという
のはこのようになっています。これもご覧になりにくいと
思うのですが、グレーのボタンの中に展覧会概要、展
覧会情報、関連イベント、アーティスト、そしてプレスリ
リースという５項目があります。これはどの企画展の
ページを見ても、同じレイアウトで、同じ情報が入ってい
ます。また、情報が入らなければこのボタンは表示され
ないという仕組みになっています。このように表側で見
えるものですが、分かりますか。これは更新用の管理
画面なのですけれども、このような仕組みになっていま
す。簡単に操作ができまして、ブログを更新するような
要領で情報が入れられる、画像も載せられるというこ
とで、専門的な知識がないわたしやほかの者でも、簡
単に入力できたり、更新作業、修正作業というのがで
きます。
　それから、先ほどコンテストのときに独自提案を求め
たということもありますが、その決定した業者の提案
の中に、企画展のアーカイブをきちんと見せようといっ
た提案がありました。今までももちろんあったのです
が、ひどいものは展覧会のタイトルと会期しか残ってい
なくて、どのような展覧会だったのか、ある年度以前の
ものは一切ないといったこともあったのですが、このリ
ニューアルに合わせて、全部整理しなおしました。もち
ろん年度別に見ることもできますし、そのほか展覧会
のジャンルに合わせて大きく区分をして、どのようなジャ
ンルの展覧会、いつあったのかということを見られるよ
うにしています。その一例として、アニメーション関連の
ものということで、ぽちっと押すとアニメ関連の展覧会
がこのようなものがあったと見るようなこともできます。こ
れが美術館のホームページです。
　それから、展覧会のスペシャルサイトというものも
作っています。先ほどご覧いただいた美術館のホーム

ページですと、載せている情報の位置や項目というの
が固定ですので、それ以外のもの、動きのあるコンテン
ツを多く見せたいとか、音楽をうまく使いたいとか、定
型のレイアウトでは伝えきれないということがある場合
に、特別サイトというものも作っています。館によっては
共催者の新聞社などが作ったりするところもあるとは
思うのですが、私どもは夏の展覧会、アニメの展覧会
以外のスペシャルサイトについては、これも美術館で
制作をしています。ですので、別途予算がかかるので、
予算の許すときであればこのようなことでやっていま
す。ちなみにこのスペシャルサイトも自分たちで作って
いるので、そのあとの扱いも自分たちでできますので、
企画展のアーカイブのところに格納しています。
　一例で、今まで作ったスペシャルサイトを載せました。
今やっているサイバーアーツジャパン展というものと、
2008年にやったネオ・トロピカリア展というものをちょっと
載せました。ポスターやちらしのビジュアルと統一した
ようなデザインもできますし、いくらでも動画が使えたり
とか、そのようなことがあります。
　それから携帯サイトです。新しく作ったものというこ
とで、これは簡易な情報を載せています。展覧会の概
要や、交通アクセス、これも美術館まで無事にたどり着
けるようにということで、ウェブサイトでもあると申し上げ
た、写真入りのルート図というものを載せています。駅
から携帯電話の画面を見ながら、お花屋さんを探した
り、通りを見つけたりということで、たどり着くようにとい
う配慮です。この携帯サイトを誘導するためにＱＲコー
ドをちらしやポスター、あるいは展覧会のチケットなど
にいろいろ載せて誘導はしています。
　公式ブログ、これは２種類ありまして、ＭＯＴスタッフ
ブログというものと、教育普及プログラムのブログがあ
ります。左側のＭＯＴスタッフブログというのは、私ど

もの広報が主にやっておりまして、右の教育普及プ
ログラムについては、その教育普及の担当者がやっ
ています。主に活動報告、イベントの報告や、あるい
は展覧会はこのような形で進んでいますという制作
のレポート、あるいは見所の紹介などを載せています。
ホームページに載せると雑多になりがちなもの、あるい
はすぐに載せたいというようなものは、私たちと同じよう
にブログに載せています。
　それからメールニュース。これも２種類。東京都
現代美術館のメールニュースと、教育普及のメール
ニュースがあります。登録者数は大体これくらいです。
ちょっと飛ばします。メールニュースですけれども、皆さ
んもメールマガジンされていると思うのですが、お恥ず
かしながら私ども何年か前に初歩的なＢｃｃで送るべき
メールをＣｃで送ってしまったというようなことがありまし
て、それ以降メール配信システムというものを導入して
います。登録者名簿の管理などもして、このシステム
上でできるので、リストということで、日々 の更新など管
理もしなくてすみますし、送信予約というようなこともし
て、館のだれか偉い人が見てから配信をするというよ
うなこともできます。このようなシステムを私どもは使っ
ています。
　それからYouTube。この現代美術館のチャンネル
というのは2009年の秋ぐらいから作ったのですけれ
ども、ちょうど屋外ビジョンで動画を流すことがあった
ので、そのときに作った動画を転用したり、それまでに
作ってあったスペシャルサイトのためのフラッシュの画
面など作り直して、YouTubeにあげています。今もＭ
ＯＴアニュアルという若手作家のグループ展をやって
いるのですが、その10名の作家にインタビューした動
画というのを近日中に公開する予定で進めています。
　ツイッターもありますが、これはもう一つの展覧会サ

イバーアーツジャパンというメディアアート系の展覧会
を今やっておりますので、展覧会のタイプとツイッター
のユーザーというのも近いところがあるということで
やっています。ただ、これは美術館ではなく、出品作家
の中の１人が作品に付随するようなものということで
やっておりますが、美術館のスタッフはちょっとこの扱
いがなかなか難しいと思いながら見ているところです。
　携帯電話の音声ガイドで私ども「ITSUMO+」、
現代美術館の略称がＭОＴというところなので、それ
にかかって「ITSUMO+」というものをやっていま
す。これは美術館が制作するものではなくて、ご存じ
の方もいらっしゃるかもしれません。Art innというウェ
ブサイトを運営している、ＩＨＩエスキューブという会社
があります。そこが制作をしてくれています。美術館
は費用を渡しておらず、厚意に甘えているような形に
なっております。展覧会の見所を作家に話してもらっ
たり、記者会見の音声などを２分程度の短いガイドで
流しています。元々先ほど話に出ましたが、ポッドキャ
ストでもう少し長めの音声を配信したこともありますが、
それも別の会社が運営をしてくれていた。美術館は
実は費用は一切出していなかったのですが、なかな
かそのようなやり方をすると、スポンサーが付かないと
存続が難しいということがありまして、携帯電話のこの

「ITSUMO+」というほうに移行していくことになりま
した。ですので、コンテンツがあるときということと、あと
制作をしてくれている会社ができるときというような制
限はあります。
　最後に私どもの今後の検討や課題ということをお
話ししようと思うのですが、ツイッターは便利なのは分
かるけれども、なかなか扱いきれないというのがすご
く率直な感想です。今後どのようにしていったらいい
のかというのは、今やっているそれの効果測定ですと
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か、あるいはもう少し自分たちがリサーチをしないと、や
り始めたはいいけれども、つぶやくことがないということ
も、あるいは広がっていかないということもあると思うの
で、これはどうしようかと迷っているところです。あるい
は携帯サイトの活用とありましたが、先ほど申し上げた

「ITSUMO+」という音声ガイドの配信を自前ででき
るようなことができたらいいなとも思っています。私ども
には普通のイヤホンで聞くような音声ガイドのサービス
がないので、そのような携帯でダウンロードをして、イヤ
ホンを貸し出せば会場でも聞けるというようなことをうま
く展開できたらいいということで思っています。
　それからユーザビリティーの向上ということなので
すが、元 リ々ニューアルのときに文字を大きくする、小、
中、大というようなボタンがあったりするサイトがありま
すが、そのようなものを導入しようかと思ったのですけ
れども、根本的な解決にはならないということで、いっ
たん止めたのです。そのときにも話が出ていたので
すが、音声読みあげシステムというようなこともありま
す。美術館のサイトでそれが必要なのかどうなのかも
実際難しいところなのですが、弱視の方などへの配慮
ということがある場合には、読みあげシステムぐらい踏
み込んだものでないといけないかなということで、これ
も調査中です。
　それから何より担当者の知識ですか、理解の向上
をこれからも努力をしていかないと、それこそＲＳＳやツ
イッターなど、あるのは分かるけれどもどのようにして
いいものか分からないということが非常に多くあります。
やりたいことはイメージとしてあるのだけれども、どのよ
うな手段でやったらいいのかということがすごく迷うこ
とが多いので、これはいろいろ勉強していかなければ
と思いますし、皆さんのところでの事例など、皆さんの
ようなところと事例を紹介していただいたり、あるいは

情報共有をしつつ高めていけたらと思っております。
　時間が長くなりましたけれども、東京都現代美術館
の情報発信ということで、これで発表を終わらせてい
ただきます。ありがとうございました。

パネルディスカッション

司会進行：川口雅子（国立西洋美術館）

川口　最後のパネルディスカッションに入ります。ディス
カッションを始めるにあたって、最初になぜこの研修会
を催すに至ったかという経過を振り返ってご説明した
いと思います。
　情報・資料研究部会というのは、もともと美術館の
収蔵品データベースという問題に関心を持って活動
に取り組んできました。最初に鴨木さんから発表があ
りましたけれども、2004年、2005年には収蔵品のデー
タベースが美術館のホームページでどの程度公開さ
れているのかという実態調査をしています。ちょっと情
報が古かったのですけれども、今まで総会の場を除い
ては、皆さんにまとめた形で発表する機会がなかった
ものですから、今回の機会に発表させていただいた
という次第なのですが、その調査を通じて、予想外に
収蔵品のデータベースが増えていないということが明
らかになってきました。つまり、それ以前の、インターネッ
トが流行ってきて収蔵品データベースが注目されるよ
うになっていったという状況と、年月がたってもあまり
変わらないということにわたしたちは気付いたわけで
す。ということは、意外に美術館の中で少数の美術館
だけが、私の所属館もそうですけれども、情報の担当
や資料の担当などを置いていて、そのような少数の例
外を除いては、多くの美術館がデータベースというも
のを構築する余裕がないのではないか、という実態が
見えてきました。
　一方でデータベースということにこだわらなければ、
何か別の形で、鴨木さんからもありましたように、検索
型に限らない形で作品のリストを公開するとか、名作
選を公開するなどといった、できる限りの工夫の中で、
データベースではないけれども作品の情報を出そうと

している、そのような前向きの姿勢も明らかになってき
ました。私たちの関心は作品情報というところから出
発していますけれども、それに限らず、展覧会の情報、
先ほど99％が公開しているということでしたが、そのよ
うな展覧会情報ですとか、あるいは所蔵の図書、写真
といった様 な々資源に関する情報をホームページを通
じて積極的に提示しようとしている、そのようなことが
分かってきました。
　では、そのホームページを通じての情報発信という
ものを今後どのように考えていけばいいのか、これが
問題のそもそもの発端です。ホームページが重要で
あるということを反対する人はいないと思いますが、で
は何をホームページを通じて発信していくのか、ある
いはホームページを越えて情報発信というものを美術
館がどのように考えていくのか。このような本質的なこ
とを問う場として、せっかくの学芸員研修会という場で
すので、そのような問題に立ち入って考えていくという
ことが、この時期に来てまた重要ではないかという考
えが本企画の背景にあります。
　ですのでホームページをよくしたいけれども、それに
はどうすればいいかというノウハウにかかわる部分も
ありますし、しかし、それだけにはとどまらずに、そもそ
もホームページを通じて何を伝えるのか、なぜそのよ
うな情報発信をするのかという理念にかかわる側面、
美術館としてそれをどのように考えていくかという側面
について、研修会に参加した皆様方に、何か問題意
識なり、お考えなりを新たに持ちかえっていただくこと
ができればというのが今日の趣旨です。
　この１時間ぐらいのディスカッションでは、ホームペー
ジ、あるいはホームページに限らず、美術館の情報公
開というものが、美術館のこれからを考えていく上でど
うして重要なのかということを議論していきたいと思い
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ます。そうは言っても、大上段に構えて理念から入っ
ていくと大変だと思いますので、具体的なノウハウの
部分で、特に最後の東京都現代美術館からのご発
表でサーバーの管理や業者選定といった問題が出て
きましたので、最初にそのあたりから始めていきたいと
思います。その次に美術館の外に向けて、あるいは中
に対してもプレゼンスが向上したという重要な例が茂
原さんの財団から出ていますので、そのようなプレゼン
スの向上や、美術館の社会的責任、情報開示といっ
た理念の部分に入っていきたいと思います。そして最
後に、ちょっと途中で質問を全然受け付けなかったの
で、最後の時間を使って、会場の皆様からご質問を
受け付けたいと思っています。
　では、ホームページの運用といいますか、サーバー
の管理や業務委託など、そのようなノウハウにかかわ
ることから議論に移りたいと思います。最初の鴨木さ
んの発表でもあったのですが、もう一度美術館の一般
的な現状について、おさらいしておきたいと思います。

鴨木　最初のホームページ開設状況アンケートの結
果報告の中で紹介をさせていただきましたけれども、
先ほど東京都現代美術館のサーバーの事例などの
話もありましたが、そのアンケートの項目の中で、サー
バーをどこにおいていますかという設問に対して、８割
近く、79％の館が外部にサーバーを置いているという
集計結果が出ています。さらにそのうちの半数ぐらい
がレンタルサーバー、業者設置の外部サーバーを利
用しているという結果です。東京富士美術館の場合
でも、ホームページをリニューアルするということが過
去にありましたが、このときに、当初の制作業者から別
の新しい業者へのデータの移行については、いくつか
の解決すべき課題があって、苦労した思い出がありま

す。ホームページのサーバーの管理については、ホー
ムページの運用の仕方とも絡む部分だと思います。例
えば、本研修会の私の報告の中で申し上げましたが、
作品情報を発信しているとアンケートで回答いただい
た73館のうちの10館がサービスを休止していました。
このようなことというのが、様 な々理由が考えられるか
と思うのですが、そのうちの一部には、例えばリニュー
アルに伴うデータの引継ぎや移行の問題、そのような
ところに起因する部分もあるのではないかとも思って
います。

川口　東京富士美術館の状況をもう少しお話しでき
る範囲で、サーバーをどこがどう管理しているか、担
当者はどうとかいったことがあれば。

鴨木　そうですね。実際に東京富士美術館でホーム
ページをリニューアルしたいということになって、この時
の担当はわたしが担当しましたが、担当する業者の
選定から始まり、結果、制作会社を変更するということ
になって、そのときにデータの引き継ぎが難しかったの
です。この時は三者で様々な協議をして最終的に無
事データを移行することができました。そうですね、話
しているうちに思い出してきたのですけれども、もう少
し具体的に申し上げますと、この時は、ホームページ
のデザインをしたところと運用するところが、別の会社
になったのです。リニューアルに際し、ある会社がホー
ムページのデザイン・制作をするのですけれども、そ
れを運用する段階になって、ランニング・コストの問題
があって、運用管理に関しては別の会社にお願いし
ようということになったのです。ホームページは構築の
仕方によっても運用方法に大きく影響しますので、技
術的な面を含めいろいろと難しい問題があって大変

だったのですけれども、最終的にはこの時に作った新
しいデザインのホームページを引き継ぐことができて、
そのページが今現在運用中のホームページということ
になりました。
　また、その後も数回にわたり、デザインの変更や、ま
たコンテンツをどのようにするかという検討を試みたこ
とがありますが、当館ではホームページ内に所蔵作品
や展覧会など数種類のデータベースを構築して運用
しているということもあって、そのデータの引き継ぎに
ついてどのような形でやるのか、事前の協議・計画を
しっかりしてからやらないといけないというように思っ
ています。今回ご紹介したような経験からも、ホーム
ページのリニューアルに際しては、いろいろと注意深く
考えなければいけないことがあるというように思ってい
るところです。

川口　ありがとうございます。このコーナーでは、ほか
の館はどうしているのだろうということを、きっと皆様方
も知りたいと思いますので、ぜひちょっと紹介していた
だければと思います。各館の事情がどうだといったこ
とをお願いします。

室屋　国立新美術館では、運用は外部の業者に委
託をしています。デザインも今のページは委託です。
最初の年、デザインと運用が同じ会社だったのです
けれども、現在はデザインした会社とは別の会社に運
用を委託しています。最初にデザインを委託するとき
にそのようなこともあろうかということで、ほかの業者で
も保守やコンテンツの更新など問題ないように設計を
したつもりだったのですけれども、ふたを開けてみると、
中身は結構ぐちゃぐちゃで、１年かけてサイト構成をき
れいにして、どのような業者さんが来ても、より簡単にメ

ンテナンスできるように、整理をすることができました。
　当初MovableTypeというCMSをいれることを計画
して進めていたのですけれども、デザインを担当した
業者がCMSの設計があまりうまくなく、CMS設計がか
なり複雑になってしまい、余計更新に手間がかかりそう
だったので、CMSの運用を遅らせて、CMSを使わな
い非常オーソドックスな方法で運用しているという感じ
です。サーバーは自前のサーバーを立てています。

水谷　東京国立近代美術館のホームページについ
ては、サーバーは近代美術館の中に置いています。
やはりＣＭＳを入れました。それでコンテンツを作る、あ
るいはコンテンツの更新については学芸系が自前で
やっています。最終的にその公開のサーバーにデー
タをアップロードする作業については、ちょっとＶＰＮの
話のところで図が出たのですけれども、数年前から国
立美術館には情報研究補佐員という非常勤の人間
をそれぞれの館に配置をしていまして、その人がアッ
プロードする。もろもろのそのコンピューターに関わるト
ラブル、あるいはクエスチョンについては、情報研究補
佐員がかなり細かくケアして走り回っている。技術的な
ことについては、国立新美術館の室屋さんが東近美
のことについても、あるいは法人全体のことについても
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テクニカルなアドバイスをしてくれているので、一つの
体系ができています。室屋さんの下で情報研究補佐
員がある程度テクニカルなプロブレムを解決していく
という体制を作って、ようやく５年ぐらい経ったというこ
とです。今後ともその体制を築いていかないとどうにも
ならないということを、本部というか、法人全体に周知
する努力を続けたいと思っています。このようなことも
美術館の情報化、あるいは情報インフラを守るために、
人事的なこと、あるいは組織体系的なこと、その辺を
何とか支えていかないと、更新費ゼロということもあり
ますけれども、やはりちょっと厳しいな、というのが本音
であります。
　一方で法人のホームページの話を出しましたけれ
ども、法人のホームページについては、サーバーは外
に出しています。ＡＳＰにしています。そこはずっと近代
美術館とお付き合いの長いシステム系の会社にある
程度お願いをして、維持をしているというような状態に
なっています。

茂原　渋沢栄一記念財団では、先ほどもお話しした
ように、ホームページの作成に関しては、こちらから原
稿を渡して業者に作ってもらうという外注方式をとって
います。サーバーはレンタルサーバーを借りております。
ドメインがいくつかあるのですけれども、shibusawa.
or.jpを担当している業者さんがあり、センターのプロ
ジェクトとなっている「実業史錦絵絵引」（ebiki.jp）
はNIIとの共同開発になっているので、別の運用グ
ループがあります。ブログに関しましても、外のブログ・
サービスを使っていますので、そちらに関してもハード
ウェア的なメンテはありません。

川口　渋沢財団の全体の統括を茂原さんが中心に
なって……。

茂原　いえ。うちは総務部長がウェブマスターとなって
ウェブサイト全体を統括していますが、その下に各部
の担当者がおり、掲載原稿はそこで取りまとめて、業
者に発注するような形をとっています。

川口　野口さんは先ほど随分話をしていただいたで
すけれども、先ほど室屋さんからＣＭＳの設計がうまく
いかないなどという話もあったので、何か今日の話を
聞いているとすごくうまくいったというケースに感じてし
まうのですが、実際あそこにいたる仕様書の設計など、
そのあたりの話を差し支えない程度にお願いします。

野口　ＣＭＳの設計がうまくいったのかどうなのかは
ちょっと分からないのですが、不自由は感じていないと
いうところです。それで、ちょっと先ほどもお話ししました
けれども、企画コンテストで決まった業者に委託をした
際の仕様書というのを今日わたしちょっと持ってきたの
ですけれども、決まったところに対して、いくつかその委
託内容ということで出しています。その中で、もちろんデ
ザインをするとか、コンテンツを作成するなどということ
がありますが、ウェブサーバーのディスク容量、１ギガを
確保し、そのうち交換用とテスト用に区分して運用する
こと。サーバー環境の構築とセキュリティーの確保とい
うような項目も含んでいました。サーバーを確保して管
理をするようなことというのは、美術館からは制作会社
に直接お願いをして、今、実際にサーバーを持っている
ところは、そこからさらに下請けを出してというような形
になっているのです。それがいちばん制作会社が都
合がいいと判断した方法だったのです。

川口　この間もお話をうかがったところなのですけれ
ども、制作会社とサーバー管理を別々の業者さんが
やっていて、実はそれはねらったのではないですとい
うお話をされていて……。

野口　そうなのです。一緒だったらいちばんよかった
のかもしれません。リニューアル前のホームページに
関しては、制作とサーバーの管理と全部同じ会社が
やっていました。今回結果的に分かれてしまったとい
うだけなのです。特にこちらでそのようになるようにとい
うことでやったわけではありません。ただ、それで不自
由も特に感じていないのと、それは不自由感じないと
いうものの一つは、実際サーバーを管理している会社
がそれまでうちのホームページをやっていてくれた会
社なので、直接何かをすることもできるということに助
けられているのかもしれないのですけれども、それがま
た全く別のよそのサーバーを使うとなったら、もしかし
たら違ったのでしょうか。室屋さんに逆に聞いてみた
いです。

室屋　どうでしょうね。本来ならば、ＣＭＳを使っていれ
ばあまりサーバーが変わって困るはずはないというか、
同じソフトウェア環境を作ってあげて、そこによくＣＭＳ
だとデータをエクスポートする機能があって、それを別
のサーバーにコピーしてあげれば、全く同じ環境が作
れるはずです。逆に言うと、仕様書の中にデータのエ
クスポート機能が入っているかどうかというところがポ
イントかもしれないです。

川口　そのような仕様書作りのようなことが、私の所
属館もそうなのですけれども、なかなか悩むところだと
思うのです。その辺のコツというか、新美術館の場合

は室屋さんという情報専門の立場の人が１人ちゃん
といて、仕様書を作っていけるという環境があると思う
のですけれども、なかなかすべての美術館にそのよう
な担当で分かる人がいるとは限らないという中で、ど
のように立ち回ったらいいのかというあたりで何かご
意見があればお願いします。

室屋　仕様書作りはやはりなかなか難しくて、技術的
なことだけではないので、どちらかというと館内合意を
いかに得るかなど、そちらのほうが重要なので、技術
的なことが分かればうまくいくかというと実際そうでは
ないと思うのですけれども、セキュリティーのことしか
り、例えば先ほどのデータのエクスポートができるかど
うかということしかり、あと使っているソフトウェアの種
類ですね。例えばソフトウェアの寿命というのがあって、
メーカーのサポートが切れてしまう。例えばこの夏に
Windows2000サーバーというOSがもうサポートが完
全に切れて、これ以上セキュリティーのパッチが出な
いような状況になりますけれども、例えばそのようなもの
を選んでしまって、何年後かしてふたを開けてみたら、
しまった、これは新しいバージョンの、例えばそのとき出
ているウインドウズ2008Ｒ２では動かないということに
なると困ってしまうので、そのようなことがないことという
ように仕様書に例えば書いておく。そうすると、おのず
から技術的にこのようなものを選ばなければいけない
のだということが囲い込まれてくる。
　具体的に、例えばFreeBSDのバージョンいくつを使
いなさいとかより、リナックスのこのディストリビューショ
ンを使いなさいなどということはなかなか書くことは難
しいし、逆に選んでしまうことによって、技術的な選択
の自由度をせばめてしまうことにもなるので、そのよう
な細かいことを書くことよりは、それこそ理念、技術的
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な意味の理念として、きちんとデータが別のシステム
に移せることを保障しなさいなど、そのようなトータビリ
ティーがあるという、可搬性があるという言い方をわれ
われはしますけれども、ほかのシステムにデータが移
せるような仕組みをきちんと持っていなさいとか、ソフ
トウェアのバージョンやデータベースの種類が変わっ
たとしても、例えばOracleから何か別のデータベース
ソフトウェアに変わったとしても、一般的なデータベー
スであればちゃんとそのシステムが動くようにしなさい
など、そのようなことをおさえておくことによって、ちゃん
とした会社だったらちゃんとシステム構築してくれる。
ちゃんとしていない会社だと、どのようになるか不明で
すけれども、仕様書としてはそのような形で、身を守る
ことはできる。

川口　ありがとうございました。詳しい事柄もあって、
いろいろメモを取るようなお話だったと思うのですけれ
ども、もし技術的なことでほかになければ、そろそろ次
に入っていきたいと思います。室屋さんが、今、仕様書
は技術のこともいろいろあるけれども、そればかりでは
なくて、まさにその館内合意というコンセンサスの話を
してくださったと思うのですが、その館内でホームペー
ジ、あるいはホームページの情報公開やそういったも
のをどう考えていくかというあたりの話にそろそろ入っ
ていきたいと思います。
　これも問題が大きいので、今日はいろいろなＲＳＳや
ツイッターやブログやというお話は出たのですけれども、
原点に立ち返って、さしあたっては、やはり美術館の
本質にかかわる収蔵品のあたりから、もともと研究部
会が関心を持ってきたその辺から入っていきたいと思
います。まず鴨木さんから、今日の発表ではなかった
のですけれども、東京富士美術館で、作品の公開件

数がウェブ上で少しずつ増えつつあるという話がある
そうなので、そのあたりから、美術館の活動とウェブを
どのように考えていくかというような話に入っていきた
いと思います。少しお話をしていただけますか。

鴨木　東京富士美術館では、開館25周年にあたる
2008年に新たに新館ができました。それまで当館で
は、刊行された所蔵品目録がなかったのですが、この
新館オープンをきっかけに、まとまった掲載件数の所
蔵品図録を出版したいという計画が持ち上がりました。
2008年春の刊行目標で、約1,000件の作品を掲載し
た図録を出そうということで準備が進みました。2008
年の新館開館時には約1,000点の作品を掲載した
名品選集を出版することができました。今日実は手元
に持ってきたのですが、このように約500ページぐらい
のずっしりとした図録です。これができた。ところが一
方で、この図録を発刊した時点で、当館のホームペー
ジのほうはどうだったかといいますと、収蔵品紹介の
ページでデータベースを使った作品紹介のページを
作って公開はしていたのですけれども、そこでの掲載
点数というのは1000点には大きく届かない約150点ほ
どでした。出版の事業とホームページ運営というプロ
ジェクトの違いによる部分もあるかとは思うのですけれ
ども、名品選集を出版する作業、1,000件分のデータ
をそろえて、レイアウトをして、何度かの校正を経て出
版に持ち込むまでの作業によって、その成果、校正さ
れ、編集されたテキスト、つまり最新の情報は結局、最
終的にはこの本の中に活字の形で掲載されているの
です。文字校正を受けた最終データはまさにこの出
版物の中に活字として載っているわけです。ところが、
データベース担当の私は、当時同時進行の特別展の
担当をしておりましたので、その文字校正されたデー

タのホームページへの掲載が出版とリアルタイムには
進められなかったということがあります。
　このホームページへの掲載件数を増やすということ
については、目標としては持っていたのですが、2008
年の名品選集の出版と同時には実現せず、ようやく、
今ここ数ヶ月ほどで準備をして、取り組みをしている次
第です。具体的な作業としては、名品選集に掲載さ
れている作品情報のテキストを所蔵品データベース
のほうに反映をしていって、そのデータをデータベース
から書き出しをして、ウェブのほうに掲載をしていくとい
う作業を行っています。今現在の時点で2008年の当
初150点だったものが、約600点ぐらいまで掲載を増や
すことができました。ただ、これはやはり作業的にはな
かなか大変で、多くの美術館のように限られた少ない
人員の中での取り組みでは、出版物の形で実現され
る作品情報の公開と、ウェブ上での作品情報の公開
というのは、必ずしも同時並行にはなかなかいかない、
難しいところがあるということを実感しながら、日々 の作
業に取り組んでいるところです。

川口　それが150点から今600点まで来て、最終的に
は1,000点をきっと目指されるのだと思うのですけれど
も、それが実現しつつあるという秘訣はなんだと思い

ますか。鴨木さんがそれを館内の業務の一つとして
取り組めるというのは、何があったからだと思いますか。

鴨木　そうですね。やはりこれはこうした作業を進め
ていくということについての美術館としての意思・目標
は当然あると思うのですけれども、やはり実際の作業
の現場では、やはり１人でやっていたりするのです。で
すので、ホームページでの作品情報公開という取り組
みができるというのは、言い方がちょっと難しいかと思
うのですけれども、私が経験したケースでは名品選
集という先行する成果物である出版物があって、そこ
にデータを合わせて作業することができたということも、
一つあるかというように思います。データベースに掲載
されている作品のデータというのは、必ずしもそのまま
出版物に掲載できる情報とは限りません。例えば表記
の統一の問題とか、ウェブ上で見せるために適した
記述にするとか、項目をどのようにするかなど検討す
べきことが多くあります。まさに本をデザインして、項目
を決めて、レイアウトを決めるのとほぼ匹敵するような
作業というのがあるというのは実感したところです。川
口さんの質問に対する答えになっているかどうか、よろ
しいでしょうか？

川口　進行役から言ってしまっていいのかということ
はありますが、このディスカッションにあたって、われわ
れも何度か打ち合わせを重ねて、このように話をしよ
うなどという打ち合わせをしてきているのですけれど
も、東京富士美術館の例をみると、自分が入力作業を
するというそのこと、つまり美術館の中で１人の人がそ
のことをやるということが実施できているというのは、や
はり館内でそれが業務として認知されているというこ
とが一つ重要な要素としてあるのではないでしょうか。



62 63パネルディスカッション パネルディスカッション

館内でコンセンサスを形成していくというのは、どのよ
うなことなのでしょう。おそらく東京富士美術館にはそ
れがある。今日のお話ですと、ほかにも茂原さんのとこ
ろが、館内の上の人たちに向けてコンセンサスを得て
いく過程というのを具体的にご案内してくださったと思
うのですけれども、すでに発表されていますが、もし、も
う少しご苦労というか、企画書をあげていってというそ
のあたり、コンセンサスを得ようとうすること自体のアク
ションがあったと思うのですけれども、そのあたりをお
話しいただけたら、お願いします。

茂原　ブログのようなサービスを出すにあたっては、
決裁を仰がなければならないという状況があります。
万が一、ブログが「炎上」し、社会問題にまで発展
することになれば、人の首が飛んでもおかしくありませ
ん。わたしも毎日更新作業を行っていますが、更新ボ
タンをクリックするときに、「大丈夫かな」と思いながら
エントリーを出しています。そのようなものですから、ブ
ログの設置について組織の中でコンセンサスを得て
いることは必要で、規則にのっとって、組織の中で話を
通せるような形を作ってやるというのは大切なことだと
思います。

川口　ほかのパネラーの方、情報公開について館内
でコンセンサスをとるということについて、いかがでしょ
うか。水谷さんはいかがでしょう。

水谷　ホームページの運営について、コンセンサスを
図るのは至難の業ですね、極めて。実際のところホー
ムページ担当というのは置けないのですね。事務方の
ほうの普及担当、あるいは総務担当に置こう、あるい
は学芸の企画展室に置こうなど、いろいろ議論をして

きましたけれども、そのような議論をしても進まないの
で、ＣＭＳを入れたというような感じはあります。誰でも
が手をつけられるという意味においては、一つのノー・
ビジネスというか、無責任体制を敷くというような感じも
ある。ただ、最終的にアップロードするのは１人、あるい
は２人の人間に委ねられる、ということは行っています。

川口　それは個々の内容についてということですね。

水谷　内容ではなくて、最終的にファイルをアップロー
ドするということにおいては一元化している。内容に
ついてのチェックというところまではいかないです。や
はり作ったところの自己責任のようなところがあります。

川口　話の方向を少し戻しましょう。内容もそうだし、
職員もそうなのですけれども、その人がホームページ
ということをやっていて、美術館の中で何を発信して
いくのかなど、そのあたりについて、今日この場でい
ろいろなノウハウも見たし、新しい技術も見ました。で
も、これから美術館がホームページを考えていくうえで、
それだけではないと思います。そうではなくて、もう少
し、単に美術館の活動があってホームページがあるね
ということではなくて、情報公開するということ、それは
水谷さんのお話にもあったように、美術館が社会教育
機関として自分の機関の活動を責任を持って説明し
ていくという、そのあたりにかかわってくるのではないで
しょうか。今日ここにいらしている方は、館の中で関心
のある方が出てきてくださっているとは思うのですけれ
ども、今後、美術館、あるいは全国美術館会議がこの
ことをどう考えていくなど、そのあたりについて、お話し
いただければと思います。

水谷　二つ言えることがあると思うのです。情報や資
料などに携わってきた人間として、自戒するところが一
つあります。それはどのようなことかというと、例えば皆
さんもそうですけれども、美術館の中にいれば、自分
の美術館のことはある程度見えている、あるいは美
術館という業種というか、その業界が見えている。た
だ、見えているのはたまたま自分が美術館の中にいる
からであって、そのとき必ずいったん組織、業界から自
分の身を外に出すのです。市井の人間になるというか、
シチズンになる、市民として身を置く。市民になったとき、
その美術館というものがどれだけ見えるのか、というこ
とを検証する。そうすると、自分の美術館の情報発信
力というか、情報公開力というのが見えてくる。
　例えば、簡単にすませたいのですけれども、若干
お時間をいただくならば、1990年のバブル崩壊以降、
美術館は非常に厳しい状況に入っているということは、
ある程度共有できていると思うのです。デス・スパイラ
ルに入っている。その象徴としてよく言われるのが、私
もよく聞くのですけれども、作品購入費がなくなったと
いうことです。
　では、作品購入費があったときに美術館が入れた
作品についての情報を、一市井の人間として、一市民
としてどれだけアクセスできていたのか、ということの自
己検証をトライした方が良いのではないか。例えば、皆
さんの奥様や恋人やあるいはお子さんが、ここ数年、
皆さんの美術館に入った作品の情報を得られるもの
かどうか、を検証したらいかがでしょうか。その時、例
えばこのような言い方をされるかもしれないですね。美
術館の『年報』に新収蔵作品のデータを載せてい
るから、それを見れば分かるよ、と。でも、そもそも美術
館の『年報』にアクセスできる、手に取って見られる
環境はあるのだろうか、というところから話をしていか

ないと、それがすなわちアクセシビリティーなのですけ
れども、紙媒体であろうが、ウェブであろうが、デジタル
媒体であろうが、そこの検証をしていかないと、その美
術館の情報発信力、あるいはアクセシビリティーの問
題は、クリアになっていかないのではないかという気が
しています。
　ですので、逆に言うと、90年代以降の20年間の日
本の美術館のいわゆるビジネスモデルが破綻してい
るのだとしたら、今までその20年間で一番できていな
かったことをプライオリティーのトップにする、逆転する
というようなことをやらないと、このままずっと漸減定傾
向に入っていってしまうのではないか。それに対する
一つのリアクションとして、全美の情報・資料研究部会
のようなところが、美術館の情報発信について、何ほ
どかのところを担っていく意味があるのではないか、と
いうような気がしています。

川口　どうでしょうか。おもしろい指摘をありがとうござ
います。『年報』を例にとって、『年報』にアクセスで
きる環境があるかと。たしかにわたしたちが、もっともわ
たし自身は情報の担当なので厳密には私の同僚がと
いうことですけれども、展覧会カタログを作り、目録を作
り、そして収蔵品の情報を出しているけれども、それ
が外から見てどのようにアクセスできるかということを
検証する姿勢といいますか。そしてそのなかに、このよ
うなホームページや新しい情報技術を使ったことも一
つの選択肢に入ってきてもいいのではないかというよ
うに思います。
　ほかの方はどうですか。各館の事情など、そのよう
な点について。今日の発表のパネラーのどなたかで、
茂原さんだったか、ウェブ上に出ていないものはない
のと同じという時代がもう来ているのだ、その中でどの
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ようにしていくかなのだというお話をしてくださいました
けれども、そのようなこととか。

茂原　私は美術館の人間ではないので、ちょっと分か
らないのですけれども、今、水谷さんが例えば作品へ
のアクセスということで、『年報』に書いてあるからそ
れでいいではないかのような話がありました。『年報』
に掲載されているこの作品を購入しましたという、例え
ば作品タイトルを見られるということで、その作品にアク
セスしたことになるのでしょうか。例えば公立の美術館
さんであれば税金で買っていると思うのですが、収納
庫に一般の人を入れるわけにはいかないという前提で、
どのように資料の購入を、認証してもらうのでしょうか。

川口　質問ですか。いや……。

茂原　つまり、わたし思うのは、そのときにこれを買いま
した、このようなものが今ありますというのを、だれにで
もアクセスできるようにしておく必要性や義務などとい
う……。

川口　美術品は基本的に１点ものであって、それは
世界中に一つしかないものを持っている、公共の社会
教育機関として持っている中で、それを社会に出して
いく責任…それはあると思います。つまり、プライベー
ト・コレクションの作品とは違って、いったん公共の場
に出てきているわけだから、少なくともこのようなものを
持っているという情報が世界中からアクセスできるよう
になっている必要はあると思います。司会者ばかりで
なく、ほかのパネラーの方のご意見も聞きたいです。

茂原　多分そうなったときに、世界中からという広い範

囲を考えるならば、やはりウェブの果たす役割というの
は非常に大きいと思うのです。そのときに、そこで検索
して出てこなかったら、やはりそれはないものになって
しまう可能性というのが非常に高いのではないかなと。

鴨木　やはり、美術館がその所蔵作品の情報を公開
していてアクセスができる…それはデータベースの仕
組みを自館のホームページに持っている、持っていな
いは別にして、その作品情報が明らかになっている、
情報が外に出ているということはすごく重要なことだろ
うというように思います。実際、東京富士美術館の事
例でも、展覧会で作品を借りるために他館の美術館
の方が来られた折に、当館のホームページの所蔵作
品の検索結果のページを携えてこられるというケース
があります。ホームページでの情報発信の結果をひと
きわ感じた事例でした。
　また、もう一方で館には実に様々な種類の所蔵品
があるわけですけれども、こうした多様な所蔵品を所
蔵している館だけで活用しきれるかどうかということも
一つはあると思います。というのは、例えばですけれど
も、語弊のない範囲で話ができればと思いますが、当
館の代表的なコレクションは西洋美術のほうになりま
すので、なかなか所蔵の日本美術を展示する機会が
ない。そのような中で、武具、甲冑、刀剣といったような

コレクションについてはまとまって展示する機会をなか
なか持てていないということもありますが、こうした所
蔵作品が他館の展覧会の中で展示をされる機会に
恵まれることがままあります。またある近代日本画家の
作品は当館のコレクションの中では１〜 2点しかない
ためにそのままではまず展示をする機会はないわけな
のですけれども、それがその作家の展覧会をやるとい
うことで、他の展覧会で展示をされるという事例もあり
ました。こうしてみると、やはり所蔵を公開しているとい
うその情報が、まさに情報公開し、共有されていること
によって自館では機会を得られない思いがけないとこ
ろで、その所蔵品が人々の眼に触れるというケースと
いうのはあるというように思います。

川口　ほかの方からどうでしょう。

水谷　何をどのようにどの程度公開すれば、特に美
術作品のようなものについてアクセスできたことになる
のかということは、すごく難しい問題なので、そこまで
いかないにしろ、ともかく『年報』を見ることができる
ような状況を作っていくとか、何らかの形で。例えば情
報・資料研究部会の企画セミナーでも話したのですけ
れども、市立美術館であれば、市立図書館にその『年
報』なりカタログなり所蔵品目録を置いてもらう。だれ
でもが、公開のところで、図書館の開架の書架のとこ
ろでそのようなカタログを手にできるようになれば、アク
セスの一つの回路を確保したことになるだろう、という
ような話をしました。
　結局、ここ数年の例えば作品購入費がないというよ
うな現実に至ったときに、逆に言うと、そのような状況
が起こる前に入れた作品についてアクセス可能性を
担保していなかったとするならば、税金で買った作品

が美術館に入るということは、ブラックボックスに入るの
と等しいわけですから、そのようなモデルをずっと続け
ておいて、作品購入費が確保できないというようなこと
を市民に説いたとしたとしても、それはやはり支持され
ないのではないか。だから、やはりそこからもう一度美
術館のビジネスモデルを逆転するということは、入れた
ものは必ず公開して、そして何らかの形のアクセス路
を開いていく。そうでなければ、市井の人間、市民から
の支持は取り付けられないのではないかということが
一つ。
　それからもう一つは、公開をすれば、特にウェブのよ
うなところに公開をすれば、美術館人が美術館人の
視野の中において想定できる以上のユーザーを得ら
れるということです。地球の反対側のユーザーも得ら
れる可能性、ポッシビリティーを担保できる。というよう
に発想を変えていかないと、その美術館は持たない。
　その発想を変えていく一つの方法というか、戦略的
として、ウェブあるいは情報資料の問題を美術館は、
今、非常に切実に考え直す必要があるのではないか
ということを思いつつ、この部会は特にここ２年ぐらい
ですか、活動しているのではないかと思いますので、是
非部会の会員になってください、と言いたいと思います。

川口　ありがとうございます。そろそろ時間が迫ってき
ましたので、会場からの質疑応答に入りたいと思いま
す。話がいろいろになっていますけれども、今のディス
カッションのお話でもいいですし、あるいはこれまでの
研究発表それぞれに関してでもかまいませんので、ぜ
ひ発言をという方がいらっしゃいましたらお願いします。
会場には、全国美術館会議のホームページの部会の
浜田さんがみえていますので、ぜひ一言お願いします。
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浜田　全国美術館会議のホームページのサイトの運
営をお手伝いしています、ホームページ運営研究部
会の浜田です。すみません、映像をお願いします。事
務局と、われわれの部会員７名と、それからホームペー
ジ運営の委託会社で、鴨木さんのような各研究部会
の幹事の皆さんと一緒にこのページを運営していま
す。今日初めてご覧になった方もいるかもしれないの
ですが、このページ、実はおとといリニューアルいたし
まして、できたてのほやほやなのですけれども、このリ
ニューアルはもう少し先を考えていたのです。ところ
が、おとといなぜ慌ただしくリニューアルしたかといい
ますと、このサイトがとても見にくいという情報・資料研
究部会からのお話、クレームが、１週間、10日ぐらい前
ですか、どんどん入ってきまして、実はこの研修会は１
月ぐらいにたしか告知していたのです。ところが全国
美術館会議もどんどんお知らせがその上に来るもの
ですから、肝心のこの研修部会が見にくいではない
かと、そのようなうわさが聞こえてきまして、このままいく
とこの研修会で悪いホームページの例で出されてしま
うのではないかというような恐怖心もありまして、わが
チーム頑張りまして、おとといリニューアルしたというこ
とです。ですからちょっとすっきりして、お知らせのとこ
ろが見やすくなったということです。
　この全国美術館会議のホームページというのは、
2005年に立ち上げたときに重要視したのはアーカイブ
です。全美はその段階で70冊ぐらいの印刷物を作っ
ていたのですが、そのすべての冊子を持っている美
術館というのは本当に数えるほどしかないということ
が分かったのです。ですから、これを各館で共有でき
るようにしなければいけないということで、すべての印
刷物をアーカイブにしまして、ＰＤＦとテキストという二つ
の形で掲載しました。ところが、そこから先が水谷さん、

室屋さんがおっしゃったアクセシビリティーの問題で、
なかなかその後ろ側の非常に大きなアーカイブ、有益
なアーカイブにたどり着きにくいということを、声もありま
すし、私たち自身もそのように思っていまして、これを
何とかしたいということがありまして、それで、今、見て
いただいている注目のキーワードというのを作りました。
ちょっと情報・資料研究部会のキーワードがないので
すが、ぜひ作ってください。サイト内検索も右上に小さ
なコーナーはあるのですが、中央に持ってきて、そのサ
イト内検索でたどりつけるようにしていただきたいとい
うことがあります。
　それとちょっとスクロールしていただきたいのですけ
れども、右側にバナーを作りまして、これは保存研究部
会とわたしたちと共同で作った、むし・かび対策ノートと
いうコンテンツ、これもダウンロードが可能です。できな
いですか。あとはファシリティ・レポートに関するバナー
も作って、そのコンテンツにたどりやすくしていると、こ
のようなことがあります。そのようなわけでインターフェ
イスを工夫して、アーカイブにたどりつきやすくしたいと
いうのが、わたしたちの課題です。
　それともう一つは、今日のプラスアルファの話があっ
たのですけれども、例えば今日の研修会が開かれて
から、それが印刷物や全美のホームページ出るまで
非常に時間かかるのです。これは本当にもったいない
ことだと思います。総会の報告書でしたら、大体１年ぐ
らいかかるのです。とてもこの研修会や総会の内容と
いうのはあるのですが、そこの出席者しか分からない。
ですから、それをできるだけこのタイムラグをなくしてい
く方法をどのようにしたらいいかということを、私たち
の部会でも考えていますし、今日のこのセミナーという
のはとても参考になりました。ですから、ブログやほか
の方法、ツイッターなどを使って、ちょっと正確さを欠く

かもしれないけれども、とにかくどのような感じかという
ライブ感といったものも必要だと思いますので、そのよ
うなものも工夫していきたいと思います。今日は大いに
参考になりました。ありがとうございました。

川口　ありがとうございます。参考になりましたという
ご意見。ほかにありますでしょうか。ご質問、ご意見なり。

茂原　雑談していいですか。昨日ツイッター見ていた
ら、「むし・かび対策ノート」が話題になっていました。
ただしパスワードがいるから見られないねと言って、と
ても残念がっておられた方がいらしたので、ちょっとお
考えになってはいかがでしょうか。

浜田　すみません、その件で。実はこのホームページ
の運営の方針として、保存上の問題、つまり各美術館、
うちの美術館でかびが出ましたというような話が実は
出ているのですけれども、これはやはりあくまで加盟館
だけの話にしないといけないということで、あるいは地
震でこのような大きな被害が出ました、このような記録
書はあるのですが、やはり一般公開は難しい。あるい
は、防犯上どのようにしたらいいかという、そのような
記事もあるのですけれども、泥棒さんが見てしまう可
能性もあるわけで、そのようなものは認証のかかった
ページということにしています。

茂原　例えばそのようなときに、手間かかるかもしれま
せんが、一般公開できるバージョンと、そうでないバー
ジョン。一般公開できるバージョンというのは、Ａ４、１枚
でもいいと思うのです。そこで詳しく見たい方はどうぞ
入会してくださいというような、そのようなＰＲをかねて、
お作りいただいてもいいかなというように思いました。

浜田　おっしゃるとおりで、2005年の開設当時からそ
のようなものを作らないといけないというのがちゃんと
議事録に毎回出ていることでありまして、ただ、なかな
か今日の担い手の話ではないのですけれども、一般
向けに公開できるページを作る余力がないというのが
現状です。そのような課題は認識しています。

茂原　どうもありがとうございました。何か壇上から逆
ですけれども、ありがとうございます。

川口　ほかにいかがでしょう。ぜひお願いします。

笠羽　笠羽と申します。美術館の人間ではなくて、結
構長い間このような分野の推進やウオッチをしている
のですけれども、この何年間か前から見ると、今日の
いろいろなご発表やご発言は隔世の感があって、とて
もうれしく思いました。
　ただ、先ほど水谷さんが、一介、一市井の人間、あ
るいはユーザーの立場になってみてみることが必要
だとおっしゃいましたけれども、それで一つちょっと意見
を述べたいと思うのですが、元 キ々ーワード検索しか
なくて、キーワードを入れてくださいというのではしよう
がないというのは、昔からわたし何度もしつこく言って
きて、それはそうだということをそちらのほうから発表さ
れたということは嬉しく思いました。ユーザーの立場に
立って検証してみるということで、私はもうだいぶ長い
間このようなウェブ上からいろいろなところを見て、い
いところは皆さんに紹介すると、記事を書いていたりし
ているのです。そのようなときに想定しているのは、例
えば、わたしも結構年ですけれども、もうちょっと年配の
方で、パソコンちょっと使えるけれども、なかなかあまり
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さっさと使えないような人にどのように説明するか。ま
ずトップページを出して、ここにあるボタンを押して、ク
リックして、ここへ行って、ここへ行ってと、全部操作
を書いているのです、記事に。そうしますと、例えばそ
こにたどりつくのに右側にあるメニューの十何番目の
ここをクリックしてなど、そのように書くわけですね。書
いてしまってから、えっと思うわけです。書けば分かる
けれども、ぱっと見て目に付くかと。ひどいものになると、
せっかくいい収蔵品コレクションやデジタルアーカイブ
などそのようなボタンがあるのに、ちょっとウインドウが
小さいとスクロールしないと見えない。何かの形でそこ
へすっといった人が、展覧会情報か何か見るために
いった人が、そこに気が付かない。
　これは単純にウェブデザインの問題ではあるので
すけれども、やはり人に教えるときにどのようなプロセス
になるか。２段階ぐらいで説明できるか、あるいは３段
階、４段階ぐらい、いいものにたどりつくのにかかるかと。
そのようなちょっと試行実験といいますか、そのようなこ
とを少なくともご自分のところに関してはやってみられ
るということをお勧めします。

川口　ありがとうございました。まさに今日、見せる、可
視化する話をしているところへ、確かに一生懸命コン
テンツを作っても、最後の見せ方で見えにくいのでは、
アクセスできない。それは重要なご指摘だと思います。
ありがとうございました。ほかの方、何かありますでしょ
うか。

久野　ブリヂストン美術館で広報を担当しております
久野と申します。１点質問があるのですが、iPhone
などアップル社が出している、iPadというのが出まし
たけれども、あのアプリケーションというか、あそこから

アクセスするものに関しては、フラッシュで作られてい
るホームページは見られないということで、今後当館も
対応していかなければいけないかなと思っているので
すけれども、今、講演されている館で、すでに何か対
応されている館があれば、お知らせいただければと思
いまして。

川口　iPhoneについてですか。壇上のパネラーはど
うですか。会場の方でもどちらか対応していらっしゃる
館でも。

室屋　iPhoneについては、この間iPadも発表されまし
たけれども、ОＳの構造上というか、アップル社はFlash
をもうサポートする気は全くないということをはっきり
言っていますので、iPhoneのアプリケーションを作る
としたら、もうその流儀に乗っ取って、そのような、何と
いうのですか、ユーザーインターフェイスの基本的なパ
ターンというのが決まっていますので、それに乗っ取っ
て改めてデザインをしていくということになると思いま
す。そのような技術的な言葉になってしまいますけれ
ども、Javascriptライブラリ（Javascript言語で書か
れたウェブページ作成用の「部品」集。ウェブブラウ
ザ上で動作する。）の中で、iPhone向けのユーザー
インターフェイスを提供してくれるような、無償で配布
されているようなものもありますので、そのようなものを
使っていく。ただ、それに対して、コンテンツをうまくあて
こんでいかないといけないので、うまくそのデザインの
部分、ユーザーインターフェイスの部分と、それからコ
ンテンツの中身の部分というのをうまく分離してあげる
必要があるのだと思います。
　それは、先ほどご指摘があったように、例えばユー
ザーに対するアクセシビリティーの問題とも絡んできま

すので、コンテンツとデザインを明確に分けるというの
はなかなか難しいのですけれども、例えばデータベー
スの中に入っているコンテンツをテンプレートのように
なっているiPhoneアプリの中にうまくあてこんでいくな
ど、そのほかのＣＭＳも同じような作りになっているので、
そのようなFlashで作っているものでも、Flashの絵を
かく部分というのと、中身というのは別になっていたり
して、絵をかく部分に中身の情報を渡してあげて、描
画をして、例えば動きのある画面を作ったりとか。それ
がかくものがFlashなのか、iPhone向けのものなのか、
それとも音声合成ソフトウェアのような、逆にそのような
グラフィカルなインターフェイスが全くない、すごくシンプ
ルなもので、一文字一文字、その音声合成ソフトウェ
アが読み取っていって、発話してくれるようなものなど
に対応するために、分離してデザインをしていく必要
がある。
　ちなみに国立新美術館も携帯サイトを割と最近始
めたのですけれども、全く逆のアプローチで、一番プア
な作り方にしています。要するにリッチなコンテンツだと
iPhoneは対応できないとか、どこそこの携帯電話とだ
めだということになってしまうので、一番テクスチュアル
にシンプルな形にして、見た目はちょっとぱっとしないけ
れども、とりあえず乃木坂駅の６番出口で降りるのだと
いうことだけはせめて利用者の人に伝えたいので、そ
のようなことがきちっと伝わるように、作成しています。
ちょっと逆の方向の視点もあるのかということを、ちょっ
と補足させていただきます。

川口　そろそろ時間になってきましたが、ほかにもしご
質問があれば。あと５分あります。

森　愛知県美術館の森と申します。本日はどうもあり

がとうございました。一つお伺いしたいのですけれど
も、当館では公式にブログサイトは立てていまして、そ
れは学芸員みんなが組織的に取り組んでいるのです
が、ツイッターについてはまだ試行の段階で、組織的
には取り組めていないものがあります。つぶやきという
ことなので、担当者が１人で常にいろいろな人たちの
ものも見ながら、１人つぶやいているような状態で、な
かなか組織的に取り組めない状況が当館のほうでは
あります。今後のツイッターの可能性や、どのように公
的機関が取り組んだらいいのかとか、あとツイッターだ
けではなくて、いろいろそのような新しいメディアという
か、そのようなものもこれからどんどん出てくる中で、公
的な美術館がそれにふさわしいかどうかということを
判断しながらやっていく必要があるかと思うのですが、
まずはツイッターについての可能性や、公的機関とし
ての取り組みについて、何かご意見、アドバイスありま
したら教えていただければ大変助かります。

川口　パネラーのどなたか、もしあれば。あるいは、個
人的な見解を含めながらでも。

室屋　ツイッターについては、美術館でなかなかちょっ
とご参考になる事例があるかどうか不明なのですけ
れども、いろいろなケースがありまして、美術館関係で
いくと、例えばこの間のメディア芸術祭などでも整理券
の配布状況や、今もう長谷川等伯でしたか、時 ウ々ェ
ブサイトに混雑状況などが出ていますけれども、例えば
ツイッターを使っている人だと見られる。でも、ツイッター
使っていない人だと見られないというのは不公平だか
ら、それはそれでどうかという感じもしますけれども、一
つそのようなリアルタイムな状況を発信していくなど。
　あとは予稿集にちらっと書いたのですけれども、イ
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ンターネットのコミュニティーの中で最近Ｑ＆Ａコミュニ
ティーというのがありまして、だれか疑問を持っている
ことに対して、ほかのだれか知っている人が答えてあ
げる。ツイッターもちょっとそのような側面があって、例
えば先ほどの新美の６番出口ではないですけれども、

「あれ、乃木坂というのは何線だっけ」というのに対
して、「あれ、千代田線だよ」とだれか教えてあげれ
ばそれで１人の人は幸せになれるというようなことは
あって、非常に草の根的な動きというのはあると思い
ます。それを見ている人たちが、ここは親切なのだなと
思ってくれれば、そのような意味では印象が上がる。
　すごくやりすぎてしまった例というのも一方であって、
ソフトウェアが自動的ににつぶやくという技術がありま
して、例えばあるキーワードを見たら自動的につぶや
くのです。例えば、あるコーヒーメーカーが、コーヒーと
いう言葉が出たらそれに対して、いやうちは今このよう
なキャンペーンをやっていますよというようなことを自動
的につぶやいてしまったのです。ものすごくネット上で
たたかれまして、ただ、そのコーヒーメーカーは非常に
うまくそれを切り抜けて、逆にスマートにトラブルを対処
したということで、少しだけ落とした株をあげて、ことは
落ち着いたのです。
　やりすぎるとやりすぎるで、何というのですか、不評
を買うのがネットワークの怖いところだと思います。で

すので、可能性というと、すごく組織的に例えばやって、
いきなり集客力が上がるとか、そのようなものはちょっと
難しいかもしれないですけれども、つぶやき続けること
によって、認知されていって、この人が言っているつぶ
やきは何か参考になるなとか、例えば時々ためになる
情報があるなということを認知されていくとリピーター
がついていって、それが何らかの効果を生むというこ
とは期待できると思います。
　そのようになってくると、そのような個人的な質問に
答えるようなことも含めて、組織的といいますか、公的
機関という立場でいくとなかなか難しい部分もあるか
もしれないです。例えば交通案内でも間違えたことを
教えてしまって、160円無駄に使わせたといったら、そ
れは責任をだれがとるのだということになってしまい
ますので、ホームページなどだと、きちんとわれわれ国
立新美術館の中でも決裁を受けて、チェックをダブル
チェックぐらいして出しています。先ほどのブログの件
もそうですね。ツイッターの場合はリアルタイム性が求
められる。しかし、あまり拙速に答えてしまって、何か間
違えてしまうと、それはそれで影響範囲が大きいという、
ちょっと相反するところをどのようにバランスをとるかと
いうところが、公的機関としては難しいと思います。
　ちょっとこれでお答えになっているかどうか自信があ
りませんが。

水谷　わたしの報告の中でもＭＬＡ連携の話をしたの
ですけれども、皆さんご存知のように、今、国立国会図
書館で長尾真館長のもと非常に大規模な蔵書のデジ
タル化をしています。同時に国立国会図書館が音頭を
とって、ＭＬＡ連携を動かそうとしています。先日もデジ
タル情報資源ラウンドテーブルというのが発足しまして、
国立国会図書館はＬ(ibrary)ですけれども、Ｍ(useum)、

Ａ(rchives)も巻き込んで展開しようとしています。
　それから、ちょっと後ろに映しているのですけれど
も、総務省がデジタル文明開化プロジェクトというのを
やっています。これが本当に動くかどうかはともかくと
して、非常に新しいのは、ここに出ていますように各府
庁、それから公文書館、国立国会図書館、地方自治
体、ずっときて、特に地方自治体のもとでは博物館、美
術館というのが明記されている。それから第10期の文
化審議会というのが始まるそうなのですけれども、そ
のワーキンググループのレベル、美術ワーキンググルー
プが発足する中において、美術のデジタルアーカイブ
の問題も取り上げるような気配があります。
　ですので、よく分からないのですけれども、もう一度
美術館のほうにデジタルアーカイブの波が来る可能
性があるということだけはお伝えしておいて、それで
県や市、総務省からの流れで、このデジタルアーカイ
ブ、あるいはデジタル文明化プロジェクトの話が来たと
きに、どのように対応するかというのを、現実のレベル
のところでちょっと心の隅に置いておかれて、お金は下
りるかもしれないので、下りたときには有効な活用をし
ていただいて、是非美術館の情報発信というレベル
からそのお金を使っていただき、成果を残していただ
きたいと思います。今までの流れの中で、屍累 と々いう
か、いろいろな失敗の例も多々ありましたけれども、そ
の轍を踏まないようにチャンスを活かしていただけれ
ばと思います。
　総務省がかなり大きなこれだけの図をすでにイン
ターネットに出して動いていますので、それから委員も
決まりつつありますので、それも含めてですけれども、も
う一度第２波になるのか、第３波になるのか分かりま
せんけれども、やはりこの問題は避けて通れない動き
があるということだけお伝えしておきたいと思います。

川口　ありがとうございます。最後に新しい動きという
か、風が吹いたような感じで、ありがとうございます。そ
ろそろもう終わろうと思うのですけれども、最初に申し
上げたように、もともとこの研修会を開くにあたって、美
術館としてこれから情報開示をどのように考えていく
かと、それが美術館の中で重要なのだということを持
ち帰っていただこうというのが、ここの一つのねらい
だったのですけれども、それをベースにしながらも、最
先端の技術的なことも結構討論に出ましたし、あるい
は少し立ち返って、デジタルアーカイブはどうなのだと
いう話も出ましたし、それぞれに話が広がったのでは
と思います。
　こうして見ていると、ますますやることが複雑に増え
ていって、この壇上の冊子体の目録が目に入りながら、
しかし、ツイッターの話、iPhoneの話も出てきて、ます
ます美術館でやるべきことが増えていくようです。しか
し、なぜそれをするのかという問いと、あと茂原さんが
発表の中でおっしゃっていた、持続可能なプランとして
やっていけるのだったら是非という見方。それはそうだ
と思うのです。おもしろがってやっても続かないのでは、
死屍累 に々なってもいけないと思いますので、その点
をちょっと踏まえながら、新しい技術を取り入れつつ、と
いうのがよいように思います。以上のようなことをもし各
館に持ち帰っていただけたらと思います。今日のプロ
グラムはこれで終わりたいと思います。どうもありがとう
ございました。
　今日８時まで新美術館アーティスト・ファイル展をご
覧になれますので、皆様に入場券は渡っていると思い
ますが、研修会の一環としてご覧いただければと思い
ますので、どうぞごゆっくりご覧ください。
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№ 所　　属　　館　　名 氏　　　名 備　考
1 岩手県 岩手県立美術館 主濱　建明
2 秋田県 秋田県立近代美術館 小笠原　宏
3 秋田県 秋田市立千秋美術館 松尾　ゆか
4 山形県 鶴岡アートフォーラム 小林　洋之
5 山形県 中村　　望
6 茨城県 茨城県近代美術館 方波見　諭
7 茨城県 茨城県天心記念五浦美術館 大平　　剛
8 茨城県 しもだて美術館 大木　綾子
9 茨城県 日立市郷土博物館 大森　潤也

10 栃木県 栃木県立博物館 磯　　 貴生
11 群馬県 高崎市美術館 小見　ふづき
12 群馬県 富弘美術館 岩﨑　　都
13 埼玉県 川越市立美術館 折井　貴恵
14 埼玉県 埼玉県立近代美術館 渋谷　　拓
15 千葉県 　 石井　桂吾
16 千葉県 (財)市川市文化振興財団 市川市芳澤ガーデンギャラリー 田中　康正
17 千葉県 山本　良子
18 千葉県 佐倉市立美術館 山口　真宏
19 千葉県 松戸市教育委員会社会教育課美術館準備室 田中　典子
20 神奈川県 (財)鎌倉市芸術文化振興財団 鎌倉市鏑木清方記念美術館 野間　延子
21 神奈川県 北鎌倉 葉祥明美術館 堀内　重見
22 神奈川県 (財)三溪園保勝会 田中　佐和子
23 神奈川県 横浜美術館 庄司　尚子
24 山梨県 (財)清春白樺美術館 古田　正洋
25 山梨県 フジヤマミュージアム 堀内　詔子
26 山梨県 山口蓬春記念館 眞下　美佳
27 山梨県 山梨県立美術館 賀川　恭子
28 東京都 出光美術館 安藤　智子
29 東京都 大倉集古館 田中　知佐子
30 東京都 (財)千秋文庫 金森　　陽
31 東京都 小林　彩乃
32 東京都 調布市武者小路実篤記念館 福島　さとみ
33 東京都 東京国立博物館 奥田　　緑
34 東京都 飛川　玲奈
35 東京都 　 誉田　　匠
36 東京都 東日本鉄道文化財団 東京ステーションギャラリー 田村　憲祐
37 東京都 田中　晴子
38 東京都 穂坂　紀恵
39 東京都 (財)東京富士美術館 平谷　美華子
40 東京都 (財)畠山記念館 水田　至摩子
41 東京都 パナソニック電工 汐留ミュージアム 岩井　美恵子
42 東京都 府中市美術館 武居　利史
43 東京都 石橋財団ブリヂストン美術館 久野　朝子
44 東京都 町田市立国際版画美術館 高木　幸枝
45 東京都 松岡美術館 小林　真由美
46 東京都 村内美術館 田中　幸子
47 東京都 　 西山　有子
48 東京都 森美術館 高尾　優子
49 東京都 品川　知子
50 新潟県 新潟県立近代美術館 高　　晟埈
51 新潟県 新潟県立万代美術館 澤田　佳三
52 新潟県 桐原　　浩
53 新潟県 新潟市會津八一記念館 湯浅　健次郎
54 石川県 石川県立美術館 北澤　　寛
55 長野県 安曇野ちひろ美術館 水谷　麻意子
56 長野県 池田満寿夫美術館 中尾　美穂

№ 所　　属　　館　　名 氏　　　名 備　考
57 長野県 おぶせミュージアム・中島千波館 宮下　真美
58 長野県 (財)セゾン現代美術館 新海　実和子
59 静岡県 (財)佐野美術館 中村　麻紀
60 静岡県 静岡アートギャラリー 竹田　公彦
61 静岡県 伊藤　　鮎
62 岐阜県 岐阜県美術館 小山　明日香
63 岐阜県 みのかも文化の森 美濃加茂市民ミュージアム 菊地　由花
64 愛知県 愛知県美術館 森　　美樹
65 愛知県 稲沢市荻須記念美術館 親松　志穂
66 愛知県 メナード美術館 石垣　葉子
67 三重県 三重県立美術館 生田　ゆき
68 奈良県 入江泰吉記念奈良市写真美術館 木村　真士
69 奈良県 奈良市美術館 川口　拡之
70 大阪府 国立国際美術館 川妻　恵理
71 和歌山県 和歌山県立近代美術館 浜田　拓志
72 兵庫県 神戸市立博物館 三好　唯義
73 兵庫県 姫路市立美術館 本丸　生野
74 兵庫県 兵庫県立美術館 小野山　香
75 兵庫県 兵庫陶芸美術館 西田　桐子
76 岡山県 倉敷市立美術館 佐々木　千恵
77 岡山県 奈義町現代美術館 岸本　和明
78 広島県 広島市現代美術館 後藤　明子
79 鳥取県 鳥取県立博物館 尾﨑　信一郎
80 鳥取県 米子市美術館 喜多村　聡史
81 山口県 山口県立萩美術館・浦上記念館 藤村　忠範
82 山口県 山口県立美術館 萬屋　健司
83 徳島県 徳島県立近代美術館 竹内　利夫
84 香川県 香川県立ミュージアム 古野　徳久
85 香川県 高松市美術館 毛利　義嗣
86 福岡県 田川市美術館 徳永　恵太
87 福岡県 福岡県立美術館 野中　まり
88 福岡県 福岡市美術館 中原　千代子
89 長崎県 長崎県美術館 田中　千裕
90 大分県 大分県立芸術会館 吉田　浩太郎
91 笠羽　晴夫  オブザーバー
92 　 (有)イー・エム・アイ・ネットワーク 竹内　恵美
93

(株)パークウェーブ
長納　浩幸

94
賛助会員

上坂　真由
95 磯貝　洋次
96 美術年鑑社 新美術新聞 油井　一八
97 袴田　智彦

№ 所　　属　　館　　名 氏　　　名 備　考
1 姫路市立美術館 山脇　佐江子 部会長
2 (財)東京富士美術館 鴨木　年泰 幹事
3 国立西洋美術館 川口　雅子 幹事
4 東京国立博物館 住広　昭子 部会員
5 石橋財団ブリヂストン美術館 中村　節子 部会員
6 東京国立近代美術館 水谷　長志 部会員
7 国立新美術館 室屋　泰三 部会員
8 (財)渋沢栄一記念財団 実業史研究情報センター 茂原　　暢　 発表者
9 東京都現代美術館 野口　玲子 発表者

10 平成21年度 国立新美術館サポート・スタッフ 荒川　仁美 ボランティア
11 根本　千明 ボランティア
12 全国美術館会議事務局 小林　豊子

スタッフ、発表者
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